
(様式第 10) 

２７新大病医１７５号  

平成２７年１０月 ２日  

  厚生労働大臣        殿 

開設者名 (管理者) 鈴木 榮一  (印) 

 

新潟大学医歯学総合病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第の規定に基づき、平成２６年度の

業務に関して報告します。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒950-2181 新潟市西区五十嵐二の町8050番地 

 氏   名  国立大学法人 新潟大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 新潟大学医歯学総合病院 

 

3 所在の場所 

〒951-8520 新潟市中央区旭町通１番町754番地 

                               電話(025) 223 － 6161 
 

 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度か

つ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 ○有  ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1循環器内科  2内分泌・代謝内科  3血液内科  4腎臓内科  5呼吸器・感染症内科 

6心療内科  7消化器内科   8肝臓・胆のう・膵臓内科  9腫瘍内科  10神経内科 

 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に

ついて記入すること。 

(注) 2 「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科等」欄に記

入すること。 

(注) 3 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 



 

(2)外科 

外科 ○有  ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

1消化器外科  2乳腺・内分泌外科  3呼吸器外科  4心臓血管外科  5形成・美容外科 

6小児外科    7耳鼻いんこう・頭頸部外科 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 ○1 精神科  ○2 小児科  ○3 整形外科  ○4 脳神経外科  ○5 皮膚科  ○6 泌尿器科 
 ○7 産婦人科  8産科      9婦人科   ○10 眼科    11耳鼻咽喉科  12放射線科  
  ○13 放射線診断科  ○14 放射線治療科  ○15 麻酔科  ○16 救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 ○有  ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1歯科口腔外科   2矯正歯科   3小児歯科           

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  1           2          3           4           5            6           7           

  8           9         10          11          12           13          14 

 15          16         17          18          19           20          21 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

64床 床 床 床 761床 825床 

 

 

 

 

 

 

 



 

6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

（平成２７年１０月 １日現在） 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師        500人   80人 520.4人  看 護 補 助 者          22人 診療エックス線

技師 

   0人 

 歯 科 医 師        185人 60人  191.1人  理 学 療 法 士           12人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

  72人 

 薬 剤 師         51人   0人   51人  作 業 療 法 士            3人 衛生検査技

師 

   0人 

 保 健 師          0人   0人     0人  視 能 訓 練 士            6人 そ の 他          0人 

 助 産 師          32人   0人     32人  義 肢 装 具 士            0人 あん摩マッサージ指圧師    0人 

 看 護 師         801人  15人  810.7人  臨 床 工 学 士  13人 医療社会事業従

事者 

   9人 

 准 看 護 師          1人   1人    1.6人  栄  養  士             0人 その他の技術員           8人 

 歯科衛生士     21人   5人   24.8人  歯 科 技 工 士           6人 事 務 職 員          161人 

 管理栄養士      7人   0人      7人  診療放射線技師     38人 その他の職員           55人 

(注) 1 申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                       （平成２７年１０月 １日現在） 

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 41 人 眼 科 専 門 医 12 人 

外 科 専 門 医 26 人 耳鼻咽喉科専門医 13 人 

精 神 科 専 門 医 6 人 放射線科専門医 19 人 

小 児 科 専 門 医 22 人 脳神経外科専門医 15 人 

皮 膚 科 専 門 医 2 人 整形外科専門医 15 人 

泌尿器科専門医 11 人 麻 酔 科 専 門 医 15 人 

産婦人科専門医 22 人 救 急 科 専 門 医 7 人 

  合 計 226 人 

(注) 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数 701.8人  28.0人   729.8人 

 １日当たり平均外来患者数  1648.9人 608.3人   2257.2人 

 １日当たり平均調剤数                                                  2,723  剤 

必要医師数 171人  
必要歯科医師数 35人  
必要薬剤師数 35人  

必要（准）看護師数 440人  
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦日 

で除した数を記入すること。 



  3 外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除し 

た数を記入すること。 

  4 調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数 

を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

9 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

  199 m 2 

 

 

鉄筋コン

クリート 

 

 

   病 床 数   6 床  心  電  計  ○有・無 

   人工呼吸装置  ○有・無  心細動除去装置  ○有・無 

   その他の救急蘇生装置  ○有・無  ペースメーカー  ○有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積      48 m 2      病床数       3 床 

［移動式の場合］ 台 数       台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積     116 m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室   403 m 2 鉄筋コン

クリート 

臨床化学自動分析装置、免疫検査自動分析装置、多項目自動血

球分析装置、血液凝固測定装置、尿中有形成分分析装置、顕微

鏡、試薬庫      
細菌検査室   161 m 2 鉄筋コン

クリート 

同定薬剤感受性測定装置、血液培養自動分析装置、抗酸菌培養

検査装置、核酸増幅装置、顕微鏡、試薬庫 

病理検査室   269 m 2 鉄筋コン

クリート 

自動染色機，自動免疫染色機，蛍光顕微鏡，PCR 装置 

病理解剖室   221 m 2 鉄筋コン

クリート 

解剖台，クリオスタット，超低温フリーザー 

研 究 室   711 m 2 鉄筋コン

クリート 

パソコン等 

講 義 室   514 m 2 鉄筋コン

クリート 

   室数     9 室  収容定員        303  人 

図 書 室   101 m 2 鉄筋コン

クリート 

   室数     3  室  蔵 書 数  3,800 冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

 

10 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

算 定 期 間 平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日 

紹 介 率 74．1 ％ 逆 紹 介 率  54．2 ％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                              14,908人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                           12,303人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                           1,909人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                              22,670人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

9人　

19人　

0人　

14人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

食道アカラシア等に対する経口内視鏡的筋層切開術

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

骨髄細胞移植による血管新生療法

有床義歯補綴治療における総合的咬合・咀嚼機能検査

歯周外科治療におけるバイオ・リジェネレーション法

実物大臓器立体モデルによる手術支援

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

0人　

リツキシマブ点滴注射後におけるミコフェノール酸モフェチル経口投与による寛解維持療法 0人　

放射線照射前に大量メトトレキサート療養を行った後のテモゾロミド内服投与及び放射線治
療の併用療法並びにテモゾロミド内服投与の維持療法

0人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先　進　医　療　の　種　類   

パクリタキセル静脈内投与（一週間に一回投与するものに限る。）及びカルボプラチン腹腔内投与（三
週間に一回投与するものに限る。）の併用療法

急性心筋梗塞に対するエポエチンベータ投与療法

ベペルミノゲンペルプラスミドによる血管新生療法

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医
療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、
当該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 取扱患者数 疾　　　患　　　名 取扱患者数

 ・ベーチェット病 206人　  ・膿疱性乾癬 33人　

 ・多発性硬化症 224人　  ・広範脊柱管狭窄症 133人　

 ・重症筋無力症 323人　  ・原発性胆汁性肝硬変 128人　

 ・全身性エリテマトーデス 783人　  ・重症急性膵炎 13人　

 ・スモン 2人　  ・特発性大腿骨頭壊死症 169人　

 ・再生不良性貧血 70人　  ・混合性結合組織病 96人　

 ・サルコイドーシス 419人　  ・原発性免疫不全症候群 15人　

 ・筋萎縮性側索硬化症 63人　  ・特発性間質性肺炎 19人　

 ・強皮症，皮膚筋炎及び多発性筋炎 540人　  ・網膜色素変性症 46人　

 ・特発性血小板減少性紫斑病 125人　  ・プリオン病 2人　

 ・結節性動脈周囲炎 100人　  ・肺動脈性肺高血圧症 64人　

 ・潰瘍性大腸炎 640人　  ・神経線維腫症 86人　

 ・大動脈炎症候群 94人　  ・亜急性硬化性全脳炎 0人　

 ・ビュルガー病 31人　  ・バッド・キアリ（Budd-Chiari）症候群 10人　

 ・天疱瘡 93人　  ・慢性血栓塞栓性肺高血圧症 15人　

 ・脊髄小脳変性症 173人　  ・ライソゾーム病 21人　

 ・クローン病 241人　  ・副腎白質ジストロフィー 9人　

 ・難治性の肝炎のうち劇症肝炎 14人　  ・家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 3人　

 ・悪性関節リウマチ 19人　  ・脊髄性筋委縮症 8人　

 ・球脊髄性筋委縮症 14人　

 ・慢性炎症性脱髄性多発神経炎 36人　

 ・アミロイドーシス 14人　  ・肥大型心筋症 30人　

 ・後縦靭帯骨化症 154人　  ・拘束型心筋症 0人　

 ・ハンチントン病 5人　  ・ミトコンドリア病 19人　

 ・モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞症） 156人　  ・リンパ脈管筋腫症（ＬＡＭ） 17人　

 ・ウェゲナー肉芽腫症 62人　  ・重症多形滲出性紅斑（急性期） 3人　

 ・特発性拡張型（うっ血型）心筋症 154人　  ・黄色靱帯骨化症 10人　

 ・表皮水疱症（接合部型及び栄養障害型） 4人　

（注）　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

306人　

高度の医療の提供の実績

 ・パーキンソン病関連疾患（進行性核上性麻痺、
大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病）

218人　

 ・多系統萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ橋
小脳萎縮症及びシャイ・ドレーガー症候群）

43人　
 ・間脳下垂体機能障害
（ＰＲＬ分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常症、ＡＤ
Ｈ分泌異常症、下垂体性ＴＳＨ分泌異常症、クッシン
グ病、先端巨大症、下垂体機能低下症）

4　特定疾患治療研究事業対象疾患についての診療

（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料 　・退院調整加算

　・歯科外来診療環境体制加算 　・新生児特定集中治療室退院調整加算

　・歯科診療特別対応連携加算 　・救急搬送患者地域連携紹介加算

　・特定機能病院入院基本料 　・データ提出加算

　・臨床研修病院入院診療加算 　・地域歯科診療支援病院入院加算

　・救急医療管理加算 　・救命救急入院料

　・超急性期脳卒中加算 　・特定集中治療室管理料

　・妊産婦緊急搬送入院加算 　・総合周産期特定集中治療室管理料

　・診療録管理体制加算 　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・急性期看護補助体制加算 　・小児入院医療管理料2

　・看護職員夜間配置加算

　・看護補助加算

　・療養環境加算

　・重傷者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算

　・緩和ケア診療加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・摂食障害入院医療管理加算

　・がん診療連携拠点病院加算

　・栄養サポートチーム加算

　・医療安全対策加算

　・感染防止対策加算

　・患者サポート充実加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・ハイリスク妊婦管理加算

　・ハイリスク分娩管理加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・ウィルス疾患指導料

　・植込型心電図検査

　・高度難聴指導管理料 　・時間内歩行試験

　・糖尿病合併症管理料 　・胎児心エコー法

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・ヘッドアップティルト試験

　・外来緩和ケア管理料 　・皮下連続式グルコース測定

　・移植後患者指導管理料 　・長期継続頭蓋内脳波検査

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・神経学的検査

　・外来放射線照射診療料 　・補聴器適合検査

　・ニコチン依存症管理料 　・コンタクトレンズ検査料1

　・地域連携診療計画管理料 　・内服・点滴誘発試験

　・ハイリスク妊産婦共同管理料 （Ⅰ）

　・がん治療連携計画策定料 　・画像診断管理加算1

　・がん治療連携管理料 　・画像診断管理加算2

　・認知症専門診断管理料 　・歯科画像診断管理加算

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・CT撮影及びMRI撮影

　・薬剤管理指導料 　・冠動脈CT撮影加算

　・医療機器安全管理料1 　・外傷全身CT加算

　・医療機器安全管理料2 　・心臓MRI撮影加算

　・歯科治療総合医療管理料 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・在宅患者歯科治療総合医療管理料 　・外来化学療法加算1

　・持続血糖測定器加算 　・無菌製剤処理料

　・造血器腫瘍遺伝子検査 　・心大血管疾患ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料 （Ⅰ）

　・脳血管疾患等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料 （Ⅰ）

　・検体検査管理加算 （Ⅳ） 　・運動器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料 （Ⅰ）

　・遺伝カウンセリング加算 　・呼吸器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料 （Ⅰ）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

　・心臓ペースメーカー指導管理料（植込型除細動器移行加
算）

　・センチネルリンパ節生検（乳がんに係るものに限る。）

　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・がん患者リハビリテーション料

　・集団ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ療法料

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・経皮的冠動脈形成術

　・経皮的冠動脈ステント留置術

　・経皮的中隔心筋焼灼術

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料(治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。)

　・ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及びﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

　・医療保護入院等診療料
　・植込型心電図記録計移植術及び植込型心電図記録計摘
出術

　・透析液水質確保加算 　・両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及び両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

　・歯科口腔リハビリテーション料２

　・一酸化窒素吸入療法
　・植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び経
静脈電極抜去術(レーザーシースを用いるもの)

　・う蝕歯無痛的窩洞形成加算
　・両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器移植術及び両室
ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器交換術

　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠 　・大動脈ﾊﾞﾙｰﾝﾊﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞ法 （IABP法）

　・歯科技工加算 　・補助人工心臓

　・皮膚悪性腫瘍切除術(悪性黒色腫センチネルリンパ節加
算を算定する場合に限る。)

　・経皮的大動脈遮断術

　・組織拡張期による再建手術（一連につき）（乳房（再建手
術）の場合に限る。）

　・ダメージコントロール手術

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・腹腔鏡下肝切除術

　・頭蓋骨形成手術 （骨移動を伴うものに限る。） 　・生体部分肝移植術

　・脳刺激装置植込術 （頭蓋内電極植込術を含む。） 及び脳刺激
装置交換術，脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

　・同種死体肝移植術

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレート
のあるもの））

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・網膜付着組織を含む硝子体切除術(眼内内視鏡を用いる
もの)

　・同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術

　・網膜再建術 　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・生体腎移植術

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・乳がんセンチネルリンパ節加算１、乳がんセンチネルリン
パ節加算２

　・胎児胸腔・羊水腔シャント術

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）
　・医科点数表第2章第10部手術の通則5及び6(歯科点数表
第2章第９部の通則4を含む。)に掲げる手術

　・人工内耳植込術，植込型骨導補聴器移植術及び植込型
骨導補聴器交換術

　・同種死体腎移植術

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）

　・上顎骨形成術 （骨移動を伴う場合に限る。） (歯科診療以外に係
るものに限る。)、下顎骨形成術 （骨移動を伴う場合に限る。）  (歯
科診療以外に係るものに限る。)

　・膀胱水圧拡張術

　・上顎骨形成術 （骨移動を伴う場合に限る。） (歯科診療に係るも
のに限る。)、下顎骨形成術 （骨移動を伴う場合に限る。）  (歯科診
療に係るものに限る。)

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・内視鏡手術用施設機器加算

　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・歯周組織再生誘導手術

　・手術時歯根面レーザー応用加算

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・麻酔管理料（Ⅰ）

　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・放射線治療専任加算

　・外来放射線治療加算

　・高エネルギー放射線治療

　・１回線量増加加算

　・強度変調放射線治療(IMRT)

　・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

　・定位放射線治療

　・病理診断管理加算

　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・歯科矯正診断料

　・胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術，腹腔鏡下胃瘻造設
術を含む。）

　・輸血管理料Ⅰ

　・貯血式自己血輸血管理体制加算

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・顎口腔機能診断料 (顎変形症 (顎離断等の手術を必要と
するものに限る。)　の手術前後における歯科矯正に係るもの)

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

（様式第2）



7　健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数　　　　23　　　例　　　／　　剖検率　3.3%5.7%

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・内視鏡的大腸粘膜下層剥離術 　・

　・三次元再構築画像による股関節疾患の診断及び治療 　・

　・

　・

　・インプラント義歯

　・腹腔鏡下子宮体がん根治術

　・

　・

　・

　・

　・

　・

剖　検　の　状　況

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、健康保険法の規
定による療養に要する費用の額の算定方法（平成六年厚生省告示第五十四号）に先進医療（当該病院において提供していたもの
に限る。）から採り入れられた医療技術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

解剖例 CPC １４回／年 　　　　　 生検例２０回／年
臨床検査部門　310 回／年

　・

　・

　・
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（様式第3）

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研究者氏名 所  属  部  門 金   額

長寿・老化モデルマウスを用いた慢性炎症機構の
解明

南野徹 循環器内科 13,000,000
補
・

委

独立行政法人　科学
技術振興機構

非弁膜症性心房細動患者の脳卒中および全身性
塞栓症に対するリバーロキサバンの有効性と安全
性に関する登録観察研究

南野徹 循環器内科 200,000
補
・

委
メビックス株式会社

歯周病治療における歯周病原菌簡易検出キットの
有用性に関する多施設共同臨床研究

吉江弘正 歯周病科 1,150,000
補
・

委
デンカ生研株式会社

Possible role of factor Xa in age-associated
diseases

南野徹 循環器内科 21,500,400
補
・

委

バイエル薬品株式会
社

慢性心不全におけるβ遮断薬による治療法確立の
ための他多施設臨床試験

南野徹 循環器内科 10,000
補
・

委
メビックス株式会社

HER２陰性の手術不能又は再発乳癌患者を対象と
したベバシズマブとパクリタキセルの併用療法の有
用性を検討する観察研究（JBCRG-C05）

小山論 乳腺・内分泌外科 50,000
補
・

委

一般社団法人ＪＢＣ
ＲＧ

胃がん検診受診率向上のための胃用誘導型カプ
セル内視鏡システムの開発等

赤澤宏平 医療情報部 1,425,600
補
・

委

公立大学法人福島
県立医科大学

関東・甲信越地方ブロックエイズ対策促進事業にお
ける調査研究事業

田邊嘉也 感染管理部 19,040,000
補
・

委
新潟県

エイズ治療拠点病院治療促進事業における調査研
究事業

田邊嘉也 感染管理部 230,000
補
・

委
新潟県

水俣病、緑内障、中枢神経疾患眼における視力と
中心視野障害および黄斑部網膜内層菲薄化の関
連

福地健郎 眼科 2,000,000
補
・

委
新潟県

メチル水銀に対する治療標的分子としての血管内
皮成長因子（VEGF）の検討（Ⅲ）

下畑享良 神経内科 2,000,000
補
・

委
新潟県

エイズ患者・HIV感染者の歯科医療体制整備に向
けた調査研究

高木律男 顎顔面口腔外科 2,400,000
補
・

委
新潟県

高齢者のめまいと加齢に伴う平衡障害に関する研
究

山本裕
耳鼻咽喉・頭頸部
外科

2,000,000
補
・

委
新潟県

地域保健における歯科疾患の予防 宮崎秀夫 予防歯科 827,000
補
・

委
弥彦村

Storoke Biomaker:Correlation with Treatment
Outcomes

下畑享良 神経内科 692,300
補
・

委
Shimojani　LLC

チロシンキナーゼ阻害剤による有効ながん治療の
実用化に関する研究（EGFR（上皮成長因子受容
体）遺伝子変異陽性肺がんの遺伝子学的発がん
機構の解明）

西條康夫 腫瘍内科 1,000,000
補
・

委

国立大学法人東北
大学

AIAシリーズにおけるPIVKA-Ⅱ試薬の基礎性能評
価

松戸隆之 検査部 345,000
補
・

委
エーディア株式会社

大学病院と関連施設における小児の病原体迅速
診断と抗菌薬管理プログラムの実践

齋藤昭彦 小児科 750,000
補
・

委

独立行政法人国立
成育医療研究セン
ター

ラット脳梗塞モデルに対する、エダラボン、エラス
ターゼ阻害剤及びＭＭＰ阻害剤の効果の検証実験
一式

下畑享良 神経内科 2,380,320
補
・

委

独立行政法人医薬
基盤研究所

ロコモ患者におけるフレイルの進行に関する研究 遠藤直人 整形外科 1,500,000
補
・

委

独立行政法人国立
長寿医療研究セン
ター

HPVワクチンの有効性と安全性の評価のための大
規模疫学研究

榎本隆之 産科婦人科 119,990,000
補
・

委
厚生労働省 小計21件

補助元又は委託元
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神経疾患の研究資源蓄積・活用のためのブレイン
バンク　ネットワーク構築に関する研究

西澤正豊 神経内科 1,200,000
補
・

委

独立行政法人国立
精神・神経医療研究
センター

不妊症患者の実態と生殖補助医療技術による妊
孕性の向上に関する研究

榎本隆之 産科婦人科 972,000
補
・

委
新潟県

神経難病患者に対する医療ネットワーク体制と療
養支援体制の構築に関する研究

西澤正豊 神経内科 5,913,000
補
・

委
新潟県

多施設共同医師主導型臨床研究 ： 日常診療下に
おける心臓CTの被爆線量に関する調査研究

吉村宣彦 放射線部 1,552,500
補
・

委

バイエル薬品株式会
社

2014年臨床分離細菌及び真菌の収集 松戸隆之 検査部 1,000,000
補
・

委

塩野義製薬株式会
社

塞栓症予防を目指す頸部超音波栓子検出装置に
よる術中栓子検出臨床研究

榛沢和彦 心臓血管外科 1,742,000
補
・

委

橋本電子工業株式
会社

「汎用性の高い動物実験用歯科インプラントシステ
ムの研究開発」における開発品の評価試験

魚島勝美 冠・ブリッジ診療科 1,500,000
補
・

委
JMR株式会社

骨粗鬆症性椎体骨折に対する保存的初期治療の
指針策定

平野徹 整形外科 700,000
補
・

委

国立大学法人東京
医科歯科大学

慢性腎不全診療最適化による新規透析導入減少
実現のための診療システム構築に関する研究

齋藤和英 泌尿器科 300,000
補
・

委

国立大学法人筑波
大学

心筋梗塞患者に対するエポエチンベータ投与によ
る心機能改善効果に関する研究－Ⅱ

南野徹 循環器内科 1,000,000
補
・

委

国立大学法人大阪
大学

「次世代シークエンサーを用いた孤発性の神経難
病の発症機構の解明と治療法開発に関する研究
に係る「⑥パーキンソン病関連疾患の研究リソース
構築」」

西澤正豊 神経内科 800,000
補
・

委

国立大学法人神戸
大学

多系統委縮症の治療法開発研究 西澤正豊 神経内科 700,000
補
・

委

国立大学法人東京
大学

肺胞蛋白症、遺伝性間質性肺疾患に関する研究：
重症難治化要因とその克服

中田光
生命科学医療セン
ター

4,800,000
補
・

委

独立行政法人国立
病院機構　近畿中央
胸部疾患センター

iPS細胞を含む多種な細胞種を用いた気管再生技
術開発

西條康夫 腫瘍内科 364,000
補
・

委

独立行政法人科学
技術振興機構

安全で簡便な誤嚥性肺炎予防のための自動嚥下
機能評価訓練システムの開発

櫻井直樹 義歯診療科 195,000
補
・

委

独立行政法人科学
技術振興機構

先天性難聴に対する保存臍帯を用いた胎内先天
性風疹ウィルス感染検索方法の新規開発

斎藤昭彦 小児科 500,000
補
・

委

独立行政法人国立
成育医療研究セン
ター

多発性硬化症生体試料バンクを活用したアジア人
特有の遺伝環境因子探索による病態解明

西澤正豊 神経内科 700,000
補
・

委

国立大学法人九州
大学

医療に係る統計情報プラットフォームの共同研究 赤澤宏平 医療情報部 4,510,000
補
・

委

株式会社エヌ･ティ･
ティ・データ

摂食・嚥下障害者用介護用品・食品等の開発 井上誠
口腔リハビリテー
ション科

1,360,000
補
・

委

にいがた摂食・嚥下
障害サポート研究会

脳梗塞モデルラットにおけるPDGF-C抗体の薬効評
価

下畑享良 神経内科 210,000
補
・

委

アステラス製薬株式
会社

植物性乳酸菌を利用した経口補給食品の開発 斎藤昭彦 小児科 550,000
補
・

委
亀田製菓株式会社 小計21件
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ダニエキスによるアレルゲン特異的免疫療法の作
用機序の検討

鈴木栄一 医科総合診療部 3,500,000
補
・

委
鳥居薬品株式会社

炭酸飲料の嚥下促進効果の検証 井上誠
口腔リハビリテー
ション科

2,000,000
補
・

委
アサヒ飲料株式会社

日本人大腿骨におけるBiCONTACTステムの形状
適合性に関する研究

遠藤直人 整形外科 990,000
補
・

委

ビー・ブラウンエース
クラップ株式会社

DDX3X阻害剤のマウスにおけるin vivo での効果の
検討

各務博
呼吸器・感染症内
科

3,300,000
補
・

委
大塚製薬株式会社

新規洗口液（うがい液）に関する研究 興地隆史 歯の診療科 550,000
補
・

委

日本歯科薬品株式
会社

BiCONTACT E ステムの安全性の確認に関する評
価

遠藤直人 整形外科 110,000
補
・

委

ビー・ブラウンエース
クラップ株式会社

脳保護作用を有するプログラニュリンによる新規脳
梗塞治療

下畑享良 神経内科 8,316,000
補
・

委
第一三共株式会社

赤芽球及び骨膜細胞の増殖培地の新規開発及び
評価

中田光
生命科学医療セン
ター

2,750,000
補
・

委

コージンバイオ株式
会社

2型糖尿病メトホルミン投与例に対するイプラグリフ
ロジン併用療法とシタグリプチン併用療法のランダ
ム化比較研究

曽根博仁 内分泌・代謝内科 25,918,737
補
・

委

アステラス製薬株式
会社

小児の肝移植患者におけるワクチン接種の安全
性・有効性に関する研究

齋藤　昭彦 小児科学 8,300,000
補
・

委

厚生労働科学研究
費補助金

慢性腎疾患の進行を促進する薬剤等による腎障害
の早期診断法と治療法の開発

成田　一衛 内科学第二 12,000,000
補
・

委

厚生労働科学研究
費補助金

先天性難治性稀少泌尿生殖器疾患群(総排泄腔遺
残、総排泄腔外販、MRKH症候群）におけるスムー
ズな成人期医療移行のための分類・診断・治療ガ
イドライン作成

窪田　正幸 小児外科学 23,778,000
補
・

委

厚生労働科学研究
費補助金

日本人２型糖尿病患者における生活習慣介入の長
期予後効果並びに死亡率とその危険因子に関する
前向き研究（ＪＤＣＳ）

曽根　博仁
血液・内分泌・代謝
内科学（内科学第
一）

33,630,000
補
・

委

厚生労働科学研究
費補助金

歯科技工物の多国間流通の現状把握に関する調
査研究

宮崎　秀夫 予防歯科 2,200,000
補
・

委

厚生労働科学研究
費補助金

肺胞蛋白症の吸入治療のための新規GM-CSF製
剤の非臨床試験

田澤　立之
生命科学医療セン
ター

38,350,000
補
・

委

厚生労働科学研究
費補助金

リンパ脈管筋腫症に対するシロリムスの安全性確
立のための医師主導治験

中田　光
生命科学医療セン
ター

130,400,000
補
・

委

厚生労働科学研究
費補助金

血液型不適合腎移植ではどのようにして免疫学的
順応が誘導・成立するのか

高橋公太 泌尿器科学分野 12,220,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

TDP43の自己調節機能に注目したALSの病態機序
の解明

西澤正豊 神経内科学分野 9,880,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

歯周炎・糖尿病・リウマチの共通リスクサイトカイン
遺伝子の解明

吉江弘正
歯周診断・再建学
（２保存）

10,140,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

三叉神経障害性疼痛発生機序の網羅的解析 瀬尾憲司 歯科麻酔学 4,160,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

健康科学と臨床医学を統合した日本人における生
活習慣病の予防・治療のエビデンス確立

曽根博仁
血液･内分泌･代謝
内科学分野（内科
学第一）

4,160,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

小計21件
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ｐ５３依存性老化シグナル活性化による生活習慣
病発症機序の解明

南野徹
循環器内科学分野
（内科学第一）

6,110,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

次世代シークエンサーを用いたＧＭ－ＣＳＦ自己抗
体産生機序の解明

中田光
生命科学医療セン
ター

3,640,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

摂食・嚥下機能に関わる中枢と末梢の制御機構 井上誠
摂食・嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝ学（加齢）

4,810,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

分画化歯根膜細胞とのブレンドによる培養骨膜
シートの高機能化と新治療法への展開

奥田一博
歯周診断・再建学
（２保存）

4,290,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

重大外傷をアウトカムとした転倒リスクアセスメント
の多施設共同研究による有用性検証

鳥谷部真一 医療安全管理部 1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

ミュラー管由来漿液性腺癌の分子生物学的特徴の
解明と新たな治療標的の同定

榎本隆之 産科婦人科学分野 5,460,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

立体三次元構築法を用いた末梢神経交叉移行術
後における可塑的神経再生経路の検討

柴田実 形成外科学分野 5,980,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

乳歯歯髄由来ヒトiPS細胞からの歯形成細胞への
分化誘導制御

齊藤一誠
小児歯科学（小児
歯）

5,070,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

次世代型スーパー肝線維化改善細胞を用いた肝
臓再生療法開発への基盤研究

寺井　崇二 第三内科 5,885,897
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

癌幹細胞化を阻止する画期的分子標的治療薬の
開発

各務博
腎･呼吸器･感染症
内科学分野（内科
学第二）

7,930,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

ホロゲノム解析によるIgA腎症の病態解析と治療
ターゲット探索

成田一衛
腎･呼吸器･感染症
内科学分野（内科
学第二）

4,420,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

「心の理論」の脳基盤を介した自閉症の病態解明
およびサルの自閉症モデル動物の作成

染矢俊幸 精神医学分野 15,730,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

μオピオイドによる急性耐性、痛覚過敏の細胞内
シグナル機序の解明

河野達郎 麻酔科学分野 11,310,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

歯根膜の血行性幹細胞供給とその分化過程を追
跡するイメージングシステムの開発

加来賢
生体歯科補綴学
（２補綴）

12,090,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

骨質（コラーゲン）が骨代謝に及ぼす影響とそのメ
カニズムを探る

魚島勝美
生体歯科補綴学
（２補綴）

4,160,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

都市部一般住民の口腔健康と動脈硬化性疾患の
関係についての前向きコホート研究

小野高裕
包括歯科補綴学
（１補綴）

2,852,034
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

自律神経系は咀嚼筋のＴ２値に関与するのか？ 西山秀昌
顎顔面放射線学
（放射線）

520,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

Ｔｏｏｔｈ　Ｗｅａｒ（咬耗）の診断基準策定のための生
理的磨耗と象牙質露出調査

石崎裕子 歯科総合診療部 910,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

歯槽骨の骨構造変化を指標とした骨粗鬆症診断法
の開発　―歯科臨床からのアプローチ―

田中みか子 義歯診療科 780,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

ピエゾセンサーを用いたＸ線非使用下嚥下検査の
応用

木村慎二
総合リハビリテー
ションセンター

650,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

歯科臨床における技術教育の科学化 藤井規孝
歯学教育研究開発
学分野

1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

糖鎖の制御によるクローン病狭窄症治療 鈴木健司 第三内科 1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

小計22件
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ハイドロダイナミック力を用いた肝ミトコンドリアへの
遺伝子導入システムの開発

須田剛士 第三内科 2,080,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

肝移植後の肝癌再発機序におけるＮＫ細胞機能の
重要性と免疫監視破綻機序の解明

山際訓 内科学第三 1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

早期胃癌における粘液形質に基づいた組織形態
形成の解析と画像強調内視鏡診断の展開

小林正明 光学医療診療部 130,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

体外増幅赤芽球移植を用いた血管新生治療の長
期予後と治療効果の予測因子の検討

小澤拓也 循環器内科 1,040,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

難治性不整脈症候群の不整脈基盤に関与する新
たな遺伝的背景の解明と個別化治療の確立

渡部裕 循環器内科 1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

肺癌分子標的治療における新たな効果予測因子、
治療ターゲットの探索

吉澤弘久
生命科学医療セン
ター

1,820,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

腫瘍免疫の再構築をコンディショニングとした進行
期肺癌に対する新たな免疫療法の開発

渡部聡
生命科学医療セン
ター

1,430,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

腎糸球体上皮細胞におけるプロラクチン受容体の
腎疾患における役割の解明

金子佳賢 第二内科 2,600,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

シヌクレイノパチーにおける消化管病理のスペクト
ラム：中枢病変との相関を解析

小澤鉄太郎
魚沼地域医療教育
センター（神経内
科）

910,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

マウス気管支喘息モデルを用いた舌下免疫療法の
メカニズムの解明

小屋俊之 内科学第二 1,430,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

学校心臓病検診における新規致死性不整脈のリス
クの検討

鈴木博 小児科 1,430,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

共感する脳：２個体同時脳機能計測－共感の個人
差からアスペルガー症候群へ

北村秀明 精神医学 130,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

早期ＤＮＡ損傷修復機構の評価法に基づく胆管癌
における表層拡大進展形成機序の解明

若井俊文 外科学第一 1,040,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

ナノバブル超音波増強法を用いた肺静脈からの逆
行性アプローチによる肺への遺伝子導入

土田正則 外科学第二 520,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

ヒト脳組織スライスの検討によるてんかん原性の発
現・獲得過程の解明

大石誠 脳神経外科学分野 650,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

レミフェンタニルの急性耐性と痛覚過敏　―存在の
是非と機序の解明―

石井秀明 麻酔科 390,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

副腎皮質ステロイドの非ゲノム作用を介する鎮痛
作用

生駒美穂 腫瘍内科学 1,430,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

疼痛制御に関与するＳｅｍａ３Ａシグナルパスウェイ
の解明

紙谷義孝 麻酔科 1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

前立腺癌のアンドロゲン受容体に対するアンタゴニ
ストのアゴニスト化の解明

西山勉 泌尿器科学 130,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

多嚢胞性卵巣症候群における若年子宮内膜癌発
症に関する遺伝学的研究

加嶋克則 産科婦人科学 650,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

肝芽腫におけるｉｓｏｆｏｒｍ別ＣＥＡＣＡＭ１発現欠失
の機序の解明及び臨床的意義

仲谷健吾 小児外科学 1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

多形性腺腫細胞の低酸素応答性細胞外基質改変
における転移形質獲得機構

丸山智 病理検査室 1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

小計22件
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３次元線量分布解析システムを用いた金属修復物
とスペーサーの線量分布への影響の解明

勝良剛詞 歯科放射線科 1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

歯髄の組織再生を促進させるための血管新生バイ
オマーカーに対する分子生物学的研究

金子友厚 歯の診療科 1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

組織培養法による歯髄再生モデルの確立と歯髄細
胞の動態解析

吉羽邦彦 う蝕学（１保存） 1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

根管拡大形成操作解析装置の開発―シミュレータ
使用のための検証―

庭野和明 歯の診療科 1,040,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

微小加速度計とＳＤメモリー携帯記録装置による歯
科切削時の振動被爆・筋電図解析

小林博
包括歯科補綴学
（１補綴）

1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

口腔・咽頭内残留の定量的評価と舌圧との関連 堀一浩
摂食・嚥下ﾘﾊ（加
齢）

1,820,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

顎関節モビライゼーションの治療効果とそのメカニ
ズムの解明

荒井良明 顎関節治療部 1,040,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

口腔粘膜上皮前駆／幹細胞を用いた凍結培養粘
膜の移植後動態の解明

小山貴寛
顎顔面口腔外科学
（２外科）

1,040,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

痛みとうつの相関関係～ＮＰＹを基点として～ 弦巻立
歯科麻酔学（麻酔
科）

1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

味覚と嗅覚刺激による口腔顔面痛の変調機構の
解明と臨床への応用

田中裕 歯科麻酔科 1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

有限要素法と骨リモデリングシミュレーションによる
効果的顎変形症治療システムの開発

渡邉直子 歯科矯正学（矯正） 1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

歯根膜細胞と腱細胞の相同性からみた歯周組織
再生の可能性

河野承子
小児歯科・障がい
者歯科

2,080,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

歯周炎罹患歯肉局所におけるアルツハイマー病関
連遺伝子の発現亢進を探る

久保田健彦 歯周病科 1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

スケーリング後の菌血症に伴う生体応答～ＩＬ－６コ
ンポーネントとの関連性の解析～

小松康高 歯周病科 1,820,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

歯周炎・肥満・骨粗鬆症関連遺伝子ＰＰＡＲガン
マーの閉経後女性における解析

杉田典子
歯周診断・再建学
（２保存）

780,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

高齢者の口腔機能改善が及ぼす運動器機能訓練
への増強効果の検証

宮崎秀夫
予防歯科学（予防
歯）

1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

血管安定化タンパクAng1を介した脳梗塞の血管保
護療法確立に関する研究

高橋哲哉 神経内科 2,080,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

高機能シミュレーターによる新しい新生児蘇生教育
プログラムの開発

和田雅樹
総合周産期母子医
療センター

1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

NASHの病態におけるNrf2とミトコンドリア異常の関
与メカニズムの解明

川合弘一 内科学第三 1,820,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

ヘプシジンを介した心不全における貧血と鉄欠乏
の機序の解明と新たな治療の検証

塙晴雄 内科学第一 1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

心不全における臨床的カルシウム過負荷の評価 柏村健 循環器内科 1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

皮膚筋炎に伴う難治性急速進行性間質性肺炎に
おける抗CADM-140抗体の役割

高田俊範 内科学第二 1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

小計22件
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吸入GM-CSFは肺胞蛋白症病変をどのように改善
するか

田澤立之
生命科学医療セン
ター

1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

重合体毒性仮説に基づくポリグルタミン病の病態解
明と新規治療薬開発

他田正義 神経内科学分野 1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

ヘパリン親和性を獲得した新規エリスロポエチンの
生物学的特性と臨床応用のための検討

森山雅人 腫瘍内科学 1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

IgG4関連疾患はMALTリンパ腫の発症原因になり
得る

瀧澤淳 内科学第一 1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

抗インターフェロンγ自己抗体の臨床的意義-新た
な後天性免疫不全の概念として-

長谷川隆志 医科総合診療部 1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

NK細胞療法における最適なドナー選定方法とキメ
ラ型人工受容体発現の新手法の開発

今井千速 小児科 1,820,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

M2型ﾏｸﾛﾌｧｰｼﾞを介した慢性腎疾患（CKD）進展機
序の解明と制御法の確立

池住洋平 小児科 1,820,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

抗精神病薬誘発性糖代謝異常および体重増加に
関する薬理ゲノム研究

福井直樹 精神医学 1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

慢性膵炎に対する自家膵島移植を併用した膵切除
に関する研究

小林隆 外科学第一 650,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

先進的三次元工学技術を基盤とした微小解剖ライ
ブラリーを完成させる

高尾哲郎 脳神経外科 1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

近赤外分光法を用いた新しい術中モニタリングの
開発－神経ネットワークの可視化－

福多真史 脳神経外科学分野 1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

脳機能再構築に基づく脳腫瘍新規治療法の開発 藤井幸彦 脳神経外科学分野 1,690,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

骨軟部肉腫における腫瘍特異的融合遺伝子を標
的とした血中循環微量腫瘍細胞の検出

堀田哲夫 手術部 910,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

高齢者大腿骨近位部骨折の経年的推移と骨折後
転帰に関する研究

遠藤直人 整形外科学 1,040,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

一酸化炭素中毒治療標準化のための新規ＭＲＩ技
術を用いた遅発性脳症発症要因の解明

寺島健史 医療情報部 1,430,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

歯髄創傷治癒・再生のためのα-SMA陽性線維芽
細胞を軸とした多角的アプローチ

吉羽永子 歯の診療科 1,430,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

アパタイト形成能を有する生体機能性セメントの開
発とう蝕象牙質再石灰化療法への展開

児玉臨麟 う蝕学（１保存） 1,040,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

機能性食品による骨強化作用の生物学的検討～
骨粗鬆症患者へのインプラント治療～

秋葉奈美 冠・ブリッジ診療科 1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

在宅診療にも応用できる，難症例に対する簡便な
全部床義歯製作システムの確立

金田恒 義歯診療科 650,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

ICT(情報通信技術)とピエゾセンサーを融合した在
宅嚥下機能評価訓練システム開発

櫻井直樹
包括歯科補綴学
（１補綴）

1,040,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

酸化ジルコニウムを用いたメタルフリークラスプデ
ンチャーの開発

岡田直人
生体歯科補綴学
（２補綴）

1,040,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

凍結保存歯の歯根膜細胞は高い増殖能を維持で
きるか

小野由起子
組織再建口腔外科
学（１外科）

1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会
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PCR発症リスク因子の解明とPTH（1-34）間歇投与
による予防法の開発

小林正治
組織再建口腔外科
学（１外科）

1,820,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

臨床癌組織の遺伝子発現解析により口腔扁平上
皮癌の遠隔転移の分子機構を解明する

永田昌毅
顎顔面口腔外科学
（２外科）

780,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

舌神経断裂後の味覚受容機構の回復過程の解析 吉川博之 歯科麻酔科 1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

障害に応じた歯科的対応法の確立～心身障害児
の心理的ストレス定量化を通して～

佐野富子 小児歯科 650,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

超音波診断検査を用いた顎変形症の機能的診断
法の開発

福井忠雄 歯科矯正学（矯正） 1,690,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

乳幼児の捕食動作に関する研究 早崎治明
小児歯科学（小児
歯）

1,430,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

口蓋裂患者に対する上顎前方移動術後の鼻咽腔
閉鎖機能予後総合評価システムの確立

朝日藤寿一 矯正歯科 780,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

笑気吸入鎮静法とデクスメデトミジン添加リドカイン
を併用した行動調整法

齊藤陽子
小児歯科学（小児
歯）

1,040,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

IL-10応答を中心とした歯周病原細菌感染に対する
慢性炎症成立機構の基盤解明

中島貴子
歯学教育研究開発
学分野

1,950,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

齲蝕関連細菌群をターゲットとした歯垢バイオフィ
ルムの多角的解析と齲蝕予防への展開

松山順子
小児歯科学（小児
歯）

1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

ドライシンドロームの有症率および原因探索に関す
る研究

伊藤加代子
口腔リハビリテー
ション科

1,690,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

診療参加型歯科臨床実習における学習効果の可
視化ーeポートフォリオの開発ー

小田陽平
組織再建口腔外科
学（１外科）

1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

骨格筋由来生理活性因子(マイオカイン)BDNFによ
る肥満・糖尿病の予防・治療

羽入修
内分泌・代謝内科・
血液内科

2,990,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

脳梗塞に対する新規治療標的分子としてのプログ
ラニュリンの検討

下畑享良 神経内科学分野 1,690,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

大腸癌の発生におけるDNA損傷修復応答の意義 味岡洋一
臨床病理学分野
（病理学第一）

2,340,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

PARK7 の非アルコール性脂肪肝炎における役割
と診断的応用

高村昌昭 内科学第三 2,470,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

新規骨粗鬆症治療薬デノスマブによる冠動脈石灰
化抑制効果の検討

廣野暁
循環器内科学分野
（内科学第一）

3,510,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

オンラインによる元素分析受付システムの確立 森山寛史 第二内科 1,950,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

肺MAC症の重症化・致死化と鉄代謝異常との関連
～新規治療法の開発に向けて

茂呂寛 検査部 1,950,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

顆粒球系細胞をターゲットとした中枢神経系脱髄疾
患の疾患制御と生物学的意義の解明

河内泉 神経内科学分野 2,080,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

新生児ヒトパレコウイルス3型感染症発症のメカニ
ズム―移行抗体の役割－

齋藤昭彦 小児科学分野 1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

児童における抗精神病薬誘発性糖代謝異常・体重
増加とインクレチンの関連について

小野信 精神科 2,860,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

小計22件
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単純型統合失調症をプロトタイプとした青年期認知
機能障害の病態解明と治療法の確立

鈴木雄太郎 精神科 2,340,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

児童・思春期ADHD治療薬誘発性QT延長症候群発
症予測マーカーの探索

須貝拓朗 精神医学分野 2,210,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

消化管間質腫瘍の発生部位と予後に関わる遺伝
子の解析

石川卓
光学医療診療部
（消外）

1,430,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

食道癌術前補助化学療法抵抗性の分子機構にお
ける酸化ストレス系シグナル異常の解明

小杉伸一
魚沼地域医療教育
センター（消化器外
科学分野）

910,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

p62-Keap1-Nrf2 pathwayによる大腸癌抗癌剤耐性
機序の解明

亀山仁史
消化器外科学分野
（外科学第一）

1,950,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

蛍光免疫組織化学を用いた大腸pSM癌における簇
出の生物学的評価及びその意義

野上仁 外科学第一 2,470,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

膵癌における光線力学診断を応用した化学療法効
果予測法の開発

皆川昌広 外科学第一 2,990,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

膵癌におけるBudding cancer cellの新たな生物学
的評価法の確立

滝沢一泰
高次救命災害治療
センター

2,080,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

A role of the endocannabinoid system in a
favorable recovery profile after propofol
anesthesia

ＰＥＴＲＥＮＫＯＡ
ＮＤＲＥＹ

麻酔科学分野 3,510,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

脊髄前角運動ニューロンにおける麻酔薬の作用と
神経保護効果の検討

本田博之
麻酔科学（集中治
療部）

2,730,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

泌尿器科癌におけるZFHX3/ATBF1の機能解析と
分子標的治療への応用

冨田 善彦 泌尿器科学 2,340,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

高速画像解析法による末梢神経損傷後の脊髄後
角可塑性変化の解析

馬場洋 麻酔科学分野 2,600,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

ABO血液型不適合移植腎障害における
ADAMTS13、vWFと免疫学的順応

齋藤和英 泌尿器科学分野 2,340,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

加齢性難聴発症の病態解明―脳血管障害との関
係についての研究

森田由香
耳鼻咽喉科・頭頸
部外科学分野

1,950,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

島状側頭筋移行術を用いた顔面神経麻酔再建術
における神経可塑性と神経再支配機序

松田健 形成外科学分野 2,600,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

整数心拍数・呼吸数変動の非線形解析によるICU
入室患者の重症度と転帰の判定

遠藤裕 救急医学分野 3,120,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

μＣＴによるエナメル質・象牙質ＭＤ定量解析シー
ズとなる新規ファントムの開発

坂井幸子（林幸
子）

小児歯科学（小児
歯）

2,080,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

バイオフィルム制御の概念転換の必要性の提示と
マトリックスを標的とした制御戦略開発

竹中彰治 う蝕学（１保存） 2,210,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

多機能性エピジェネティクス低分子化合物を用いた
骨増成機構への多面的アプローチ

秋葉陽介 冠・ブリッジ診療科 1,950,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

培養骨膜細胞が再生骨にもたらす骨代謝促進の３
Ｄ－ＣＴ精密画像解析による質的検出

星名秀行 インプラント治療部 1,950,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

口腔粘膜上皮前駆／幹細胞による粘膜再生機構
の解明―血管新生の意義―

芳澤享子 口腔再建外科 1,820,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

間葉系幹細胞の移植後動態と骨再生能の解析―
骨髄と脂肪組織の比較―

小島拓
組織再建口腔外科
学（１外科）

2,340,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

小計22件



（様式第3）

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研究者氏名 所  属  部  門 金   額 補助元又は委託元

顎骨内応力解析を用いた成長シミュレーションによ
る顎変形症診断システムの開発

齋藤功 歯科矯正学（矯正） 3,250,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

機械学習理論を実装した顎変形症診断支援データ
ベースシステムの開発とその臨床応用

越知佳奈子 歯科矯正学（矯正） 2,210,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

咽頭への味覚刺激がもたらす嚥下変調効果を発達
過程から解明する

中村由紀
摂食・嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝ学（加齢）

1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

歯髄処置にて廃棄される神経幹細胞からの神経再
生の試み

澤味規
小児歯科学（小児
歯）

1,690,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

小児抗癌剤障害歯の長期保存の可能性―歯根障
害モデルを用いた予後の解析―

三富智恵
小児歯科学（小児
歯）

1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

意図的歯根切除と抗菌性薬剤が歯の再植後の歯
髄・歯根膜治癒過程に及ぼす影響について

大島邦子
小児歯科・障がい
者歯科

1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

シトルリン化プロファイルによる歯周炎とリウマチの
共通発症メカニズムの解明

小林哲夫 歯科総合診療部 2,600,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

小胞体ストレスを介した歯周組織破壊機構の分子
基盤解明

本田朋之 歯周病科 1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

スケーリング後の菌血症が生体応答に及ぼす影響
と光エネルギー応用の効果

両角俊哉 歯周病科 1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

70～80歳における口腔健康状態の維持は、その後
の「健康長寿」に寄与するか？

廣冨敏伸
予防歯科学（予防
歯）

1,690,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

ソブリヌス菌の遺伝子検査法の開発 金子昇
予防歯科学（予防
歯）

1,820,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

自発性異常味覚の評価にマグネシウムは応用でき
るか？

船山さおり
口腔リハビリテー
ション科

1,430,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

急性期病院における患者特性を考慮した退院支援
のあり方

鈴木一郎
地域保健医療推進
部

1,040,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

可逆的光抑制法を用いたマウス大脳聴覚野機能と
領野間相互関係の研究

高橋姿 耳鼻咽喉科学 1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

家兎気管欠損ステント治療モデルにおける周囲肉
芽と細胞増殖／ｍＴＯＲシグナル解析

窪田正幸 小児外科学 1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

歯周炎病因論に基づくサイトカイン標的療法の確
立

吉江弘正
歯周診断・再建学
（２保存）

780,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

肝クッパー細胞、新生血管リアルタイム観察モデル
の開発

寺井　崇二 第三内科 1,820,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

生活習慣病に対する老化マーカーの有用性に関す
る研究

南野徹 循環器内科学分野 1,820,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

自閉症スペクトラム障害の脳内ネットワークによる
類型化および療育のオーダーメイド化

染矢俊幸 精神医学 910,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

タニケットペインの機序解明と予防法の検討 河野達郎 麻酔科学 1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

ヒト嚥下反射誘発および高次機能評価システムの
構築

井上誠
摂食・嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝ学（加齢）

1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

健康食品と既存の医薬品併用による骨代謝改善
の可能性

魚島勝美
生体歯科補綴学
（２補綴）

1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

小計22件
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末梢神経損傷による骨破壊現象の物質基盤の解
明

瀬尾憲司
歯科麻酔学（麻酔
科）

1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

小細胞肺癌の循環腫瘍細胞を根絶する新規抗腫
瘍免疫療法の開発

各務博
腎･呼吸器･感染症
内科学分野（内科
学第二）

2,080,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

腎臓病患者におけるiPS細胞由来腎糸球体上皮細
胞の機能解析と病態解明

成田一衛
腎･呼吸器･感染症
内科学分野（内科
学第二）

1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

遺伝性乳癌卵巣癌（HBOC）における脳転移関連分
子の同定

関根正幸 産科婦人科学分野 2,470,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

パーキンソン病患者の嚥下障害定量評価システム
の構築

小野高裕
包括歯科補綴学
（１補綴）

724,624
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

xeno-freeヒトiPS細胞樹立のための高機能歯髄由
来feeder細胞の開発

齊藤一誠
小児歯科学（小児
歯）

1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

線量不定性を考慮した強度変調放射線治療計画
法および線量検証システムの開発

宇都宮悟 放射線科学教室 910,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

マウス大脳聴覚野における両耳聴機能の解明 高橋邦行 耳鼻咽喉科学 780,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

咬合力によるインプラント周囲の骨吸収に関与する
分子同定

長澤麻沙子
生体歯科補綴学
（２補綴）

1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

ＦＧＦ２徐放を用いた低侵襲で確実性のある歯槽骨
再生ー生物学的裏付けを伴う組織工学

小玉直樹 顎顔面口腔外科 520,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

唾液中ストレスマーカーは口腔乾燥の指標となりえ
るか

濃野要 予防歯科 1,040,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

STAMマウスを用いた腸粘膜バリアー機能改善に
よるNASH進展阻止の試み

本田穣 光学医療診療部 1,950,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

胸膜中皮腫における新規バイオマーカーの検討と
早期診断への臨床応用

岡島正明 内科学第二 780,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

新規慢性期脳梗塞治療戦略としてのグリア細胞に
よる組織リモデリングの検討

金澤雅人 神経内科 1,820,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

NK細胞に3種のシグナルを同時に伝達する第3世
代キメラ型人工受容体の新規開発

吉田咲子 小児科学分野 1,040,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

抗精神病薬誘発性QT延長症候群発症予測マー
カーの探索

渡邉純蔵 精神医学 2,210,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

QX-314の脊髄後角ニューロンに対する作用と毒性
に関する解析

古谷健太 麻酔科学分野 2,080,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

静脈投与したリドカインの脊髄における鎮痛機序の
解明

倉部美起 麻酔科 2,080,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

子宮内膜症感受性遺伝子の探索 安達聡介
NICU（産科婦人科
学）

1,690,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

難聴モデルマウスを用いた聴覚野周波数マップ可
塑性の研究

窪田和
耳鼻咽喉・頭頸部
外科

650,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

フラビン蛋白蛍光イメージングによる両耳分離補聴
の検討

大島伸介 耳鼻咽喉科学 650,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

「周波数選択性」とAuditory Neuropathyにおける語
音聴取能低下

泉修司
耳鼻咽喉・頭頸部
外科

520,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

小計22件
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高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研究者氏名 所  属  部  門 金   額 補助元又は委託元

口腔上皮内癌における細胞競合現象の認識とその
病理学的意義の解明

阿部達也 病理検査室 1,820,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

実験的歯髄炎におけるトランスポーターを介したプ
ロスタグランジンE2輸送機構の解析

大倉直人 歯の診療科 1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

実験的根尖性歯周炎における血管新生関連因子
の局在および遺伝子発現解析

山中裕介 う蝕学（１保存） 1,430,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

抜歯窩の骨の治癒に影響する骨代謝因子の解明
－インプラント植立時期の指標策定へ－

三上絵美 義歯診療科 1,690,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

超音波診断装置を用いた咀嚼筋の硬さの定量的
評価方法の確立

高嶋真樹子 顎関節治療部 520,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

歯科用コーンビームＣＴにおける指標となる骨密度
測定用ファントムの開発

青柳裕仁
生体歯科補綴学
（２補綴）

1,040,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

口腔粘膜上皮内癌における粘膜固有層の癌間質
としての機能解明

船山昭典 口腔再建外科 910,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

ヒト神経障害性疼痛に神経炎症はあるのか？-in
vivo神経イメージングでの検討

倉田行伸
歯科麻酔学（麻酔
科）

780,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

有限要素法を用いた顎矯正手術後の顎骨内応力
解析による術後変化予測とその臨床応用

丹原惇 歯科矯正学（矯正） 1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

アクアポリン１を用いた歯の移動におけるラット臼歯
歯根膜動態の比較検討

吉居朋子 矯正歯科 1,040,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

顎矯正手術シミュレーションへの応用を視野とした
術前後軟組織変化様相の解明

焼田裕里 矯正歯科 650,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

摂食過程における生体機能と食塊物性の変化を追
う

谷口裕重
摂食・嚥下機能回
復部

1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

抗菌薬による腎障害の分子機序の解明と予防法
の検討

青木信将 集中治療部 2,080,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

ゲル試料の摂取方法が嚥下機能に与える影響-
Oral Processingの重要性

林宏和
口腔リハビリテー
ション科

2,080,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

解剖体造影CTを用いた下顎骨インプラント手術時
のリスクの検証と指標化

勝見祐二
顎顔面口腔外科学
（２外科）

650,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

TGFβシグナルの亢進は脳小血管病を引き起こす
か？

加藤泰介 神経内科学分野 1,820,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

ヒト悪性腫瘍を対象としたリボソーム遺伝子変異解
析

大橋瑠子 病理部 2,080,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

新規ハイドロダイナミック遺伝子導入システムによ
る遺伝子治療の前臨床研究

上村顕也 第三内科 1,690,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

抗MICA抗体による抗体関連型拒絶反応を応用し
た肝細胞癌に対する新規治療法の開発

上村博輝 第三内科 650,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

老化シグナルによる心不全制御機構の解明 吉田陽子
循環器内科学分野
（内科学第一）

1,950,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

NK細胞へのIL-21遺伝子導入： 新たな細胞療法の
開発

高地貴行 小児科学分野 650,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

自己免疫性辺縁系脳炎との関連から治療抵抗性
統合失調症の病態解明と治療の確立に迫る

斎藤摩美 精神科 2,470,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

小計22件
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研 究 課 題 名 研究者氏名 所  属  部  門 金   額 補助元又は委託元

移植ドナー肺における常温生体外肺還流中のスト
レス負荷による新しい肺評価法の探求

小池輝元 外科学第二 2,860,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

ボリノスタットによるオートファジー誘導とMGMT抑
制効果に関する研究

小倉良介 脳神経外科学分野 2,340,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

脊髄後角における神経ステロイドによる痛覚伝達
制御の解明

山本豪 麻酔科学分野 2,080,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

麻薬性鎮痛薬の急性耐性における5－HT3受容体
の関与メカニズムの解明

種岡美紀 麻酔科学分野 1,820,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

嗅神経細胞再生におけるPSD-95(Dlg4)の役割の
解析

石岡孝二郎
耳鼻咽喉科・頭頸
部外科学分野

2,470,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

経角膜電気刺激治療の他覚的および定量的治療
評価方法の確立

畑瀬哲尚 眼科学分野 2,730,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

エピジェネティックスから探る口唇・口蓋の発生分子
機構

川崎真依子 冠・ブリッジ診療科 2,210,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

在宅療養患者の咀嚼機能向上に寄与する，食支
援のための簡便な食事姿勢探索法の確立

昆はるか 義歯診療科 2,080,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

咽頭電気刺激の嚥下誘発効果と神経・筋機構の解
明

真柄仁
摂食・嚥下機能回
復部

1,430,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

メカニカルストレスを利用した高機能化歯根膜細胞
シートの開発

加来咲子 冠・ブリッジ診療科 3,640,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

血管の早期新生によって移植細胞の生着を促進す
る骨増成法の開発

ＲｏｓａｌｅｓＭａｒｃ
ｅｌｏ

生体歯科補綴学
（２補綴）

2,210,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

口腔粘膜で癌特性を司るケラチン17：mTORシグナ
ル経路を介した発癌機構の解析

三上俊彦 口腔再建外科 1,040,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

p53ノックアウト口唇口蓋裂感受性マウスを用いた
口蓋裂発生メカニズムの解明

西川敦 顎顔面口腔外科 1,950,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

舌の発生分子機構解明の基盤研究～一次繊毛か
らの解析～

川崎勝盛
小児歯科学（小児
歯）

2,210,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

新規イオンチャネルTRPV1が歯周炎病態形成に及
ぼす影響

高橋直紀
歯周診断・再建学
（２保存）

2,210,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

薬剤性歯肉増殖症における病態ネットワーク解析 清水太郎 歯周病科 1,560,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

4次元超音波コーヒーを用いた咀嚼時における舌
の動態解析法の確立

渡邊賢礼
摂食・嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝ学（加齢）

2,470,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

舌機能障害が嚥下に及ぼす影響 辻村恭憲
摂食・嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝ学（加齢）

1,690,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

遺伝子情報（一塩基多型）と既知危険因子を統合し
た新しい糖尿病発症予測モデルの構築

児玉暁
血液･内分泌･代謝
内科学分野（内科
学第一）

1,170,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

糖尿病で生じる高グルコース・高インスリン状態が
アミロイドβ産生に及ぼす影響

徳武孝允 神経内科 1,820,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

コレステロール吸収阻害剤を併用した小児期発症
バセドウ病の初期治療の検討

長崎啓祐 小児科学分野 780,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

腸管を介した歯周炎-メタボリックシンドローム病因
論　―TRPチャネルの関与―

野中由香莉 歯周病科 1,300,000
補
・

委

独立行政法人日本
学術振興会

小計22件
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研 究 課 題 名 研究者氏名 所  属  部  門 金   額 補助元又は委託元

血管ニッチによって制御されるステムセルエイジン
グと加齢関連疾患発症機序の解明

南野徹
循環器内科学分野
（内科学第一）

26,780,000
補
・

委
文部科学省

小計1件
合計284件

(注)
1　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に行っ
た研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。
2　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。
3　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を記入するこ
と。



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

1 Shimizu I, Yoshida Y, Suda
M, Minamino T.

循環器内科 DNA damage response and
metabolic disease

Cell Metab.
2014;20:967-977.

2 Shimizu I, Tamar A, Kikuchi
R, Shimizu A, Papanicolaou
K, Maclauchlan S,  Maruyama
S, Walsh K.

循環器内科 Vascular rarefaction
mediates whitening of brown
fat in obesity.

J Clin Invest. 2014;
124:2099-2112.

3 Suzuki T, Hanawa H, Jiao S,
Ohno Y, Hayashi Y, Yoshida
K, Kashimura T, Obata H,
Minamino T.

循環器内科 Inappropriate expression of
hepcidin by liver congestion
contributes to anemia and
relative iron deficiency.

J Card Fail.
2014;20:268-277.

4 Katsuumi G, Shimizu W,
Watanabe H, Noda T, Nogami
A, Ohkubo K, Makiyama T,
Takehara N, Kawamura Y,
Hosaka Y, Sato M, Fukae S,
Chinushi M, Oda H, Okabe
M, Kimura A, Maemura K,
Watanabe I, Kamakura S,
Horie M, Aizawa Y, Makita
N, Minamino T.

循環器内科 Efficacy of bepridil to
prevent ventricular
fibrillation in severe form of
early repolarization
syndrome.

Int J Cardiol.
2014;172:519-522.

5 Yoshida Y, Hayashi Y, Suda
M, Tateno K, Okada S,
Moriya J, Yokoyama M,
Nojima A, Yamashita M,
Kobayashi Y, Shimizu I,
Minamino T.

循環器内科 Notch signaling regulates
the lifespan of vascular
endothelial cells via a p16-
dependent pathway.

PLoS One.
2014;20: 9:
e100359.

6 Hasegawa K, Ohno S, Kimura
H, Itoh H, Makiyama T,
Yoshida Y, Horie M.

循環器内科 Mosaic KCNJ2 mutation in
Andersen-Tawil syndrome:
Targeted deep sequencing is
useful for the detection of
mosaicism.

Clin Genet.
2015;87:279-283.

7 Hasegawa K, Ashihara T,
Kimura H, Jo H, Itoh H,
Yamamoto T, Aizawa Y,
Horie M.

循環器内科 Long-term pharmacological
therapy of Brugada
syndrome: is J-wave
attenuation a marker of drug
efficacy?

Intern Med. 2014;
53: 1523-1526.

8 Hasegawa K, Ohno S, Itoh H,
Makiyama T, Aiba T, Nakano
Y, Shimizu W, Matsuura H,
Makita N, Horie M.

循環器内科 A rare KCNE1
polymorphism, D85N, as a
genetic modifier of long QT
syndrome.

J Arrhythm.
2014;30:161-166.

9 Chinushi M, Saitou O,
Furushima H.

循環器内科 Radiofrequency catheter
ablation of macroreentrant
ventricular　tachycardia
after corrective surgery for
tetralogy of Fallot.

Journal of
Arrhythmia
2014;30:222–229.

10 Ohno Y, Hanawa H, Jiao S,
Hayashi Y, Yoshida K, Suzuki
T, Kashimura T, Obata H,
Tanaka K, Watanabe T,
Minamino T.

循環器内科 Liver congestion in heart
failure contributes to
inappropriately increased
serum hepcidin despite
anemia.

Tohoku J Exp Med.
2015;235(1):69-79.

小計10件
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11 Takayama T, Okura Y, Okada
Y, Honma K, Nashimoto A,
Sato N, Yokoyama A,
Minamino T.

循環器内科 Characteristics of neoplastic
cardiac tamponade and
prognosis after
pericardiocentesis: a single-
center study of 113
consecutive cancer patients.

Int J Clin Oncol.
2015 Feb 6.

12 Heianza Y, Arase Y, Kodama
S, Tsuji H, Fujihara K, Saito
K, Hara S, Sone H.

血液・内分泌・代謝内科 Simple self-reported
behavioral or psychological
characteristics as risk
factors for future type 2
diabetes in Japanese
individuals: Toranomon
Hospital Health
Management Center Study
14.

J Diabetes
Investig. 2015
Mar;6(2):236-41.

13 Heianza Y, Kato K, Kodama
S, Ohara N, Suzuki A, Tanaka
S, Hanyu O, Sato K, Sone H.

血液・内分泌・代謝内科 Risk of the development of
Type 2 diabetes in relation
to overall obesity, abdominal
obesity and the clustering of
metabolic abnormalities in
Japanese individuals: does
metabolically healthy
overweight really exist? The
Niigata Wellness Study.

Diabet Med. 2015
May;32(5):665-72.

14 Ohara N, Hanyu O, Sone H. 血液・内分泌・代謝内科 Combination effect of
hypertension and diabetes
mellitus on urinary protein
excretion.

J Hypertens. 2014
Nov;32(11):2278.

15 Ohara N, Suzuki H, Suzuki A,
Kaneko M, Ishizawa M,
Furukawa K, Abe T,
Matsubayashi Y, Yamada T,
Hanyu O, Shimohata T, Sone
H.

血液・内分泌・代謝内科 Reversible brain atrophy and
cognitive impairment in an
adolescent Japanese patient
with primary adrenal
Cushing's syndrome.

Neuropsychiatr Dis
Treat. 2014 Sep
15;10:1763-7.

16 Heianza Y, Suzuki A, Fujihara
K, Tanaka S, Kodama S,
Hanyu O, Sone H.

血液・内分泌・代謝内科 Impact on short-term
glycaemic control of
initiating diabetes care
versus leaving diabetes
untreated among individuals
with newly screening-
detected diabetes in Japan.

J Epidemiol
Community Health.
2014
Dec;68(12):1189-
95.

17 Heianza Y, Kato K, Kodama
S, Suzuki A, Tanaka S, Hanyu
O, Sato K, Sone H.

血液・内分泌・代謝内科 Stability and changes in
metabolically healthy
overweight or obesity and
risk of future diabetes:
Niigata wellness study.

Obesity (Silver
Spring). 2014
Nov;22(11):2420-
5.

18 Heianza Y, Kato K, Fujihara
K, Tanaka S, Kodama S,
Hanyu O, Sato K, Sone H.

血液・内分泌・代謝内科 Role of sleep duration as a
risk factor for Type 2
diabetes among adults of
different ages in Japan: the
Niigata Wellness Study.

Diabet Med. 2014
Nov;31(11):1363-
7.

19 Horikawa C, Kodama S,
Fujihara K, Hirasawa R, Yachi
Y, Suzuki A, Hanyu O,
Shimano H, Sone H.

血液・内分泌・代謝内科 High Risk of Failing
Eradication of Helicobacter
Pylori in Patients with
Diabetes: A Meta-analysis.

Diabetes Res Clin
Pract. 2014
Oct;106(1):81-7.
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20 Horiakwa C, Yoshimura Y,
Kamada C, Tanaka S, Tanaka
S, Hanyu O, Araki A, Ito H,
Tanaka A, Ohashi Y,
Akanuma Y, Yamada N, Sone
H.

血液・内分泌・代謝内科 Dietary Sodium Intake and
Incidence of Diabetes
Complications in Japanese
Patients with Type 2
Diabetes -- Analysis of the
Japan Diabetes
Complications Study
(JDCS).

J Clin Endocrinol
Metab. 2014
Oct;99(10):3635-
43.

21 Yachi Y, Tanaka Y, Nishibata
I, Yoshizawa S, Fujihara K,
Kodama S, Suzuki A, Hanyu
O, Sone H.

血液・内分泌・代謝内科 Second trimester postload
glucose level as an
important predictor of low
birth weight infants: Tanaka
Women's Clinic Study.

Diabetes Res Clin
Pract. 2014
Sep;105(3):e16-9.
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Japan.

Changes in maximum lip
closing force following
orthognathic surgery in
patients with jaw
deformities.

J Oral Maxillofac
Surg Med Pathol
27(4):465-9, 2014.

159 Shingaki S, Kanemaru S, Oda
Y, Niimi K, Mikami T,
Funayama A, Saito C

Division of Reconstructive
Surgery for Oral and
Maxillofacial Region,
Department of Tissue
Regeneration and
Reconstruction, Niigata
University Graduate
School of Medical and
Dental Sciences, Niigata,
Japan.

Distant metastasis and
survival of adenoid cystic
carcinoma after definitive
treatment.

J Oral Maxillofac
Surg Med Pathol
26(3):312-6, 2014.

160 Koyama T, Kobayashi T,
Maruyama S, Abe T, Swelam
WM, Kodama Y, Hoshina H,
Takagi R, Hayashi T, Saku T

Division of Oral and
Maxillofacial Surgery, Oral
and Maxillofacial
Radiology, Niigata
University Hospital,
Niigata, Japan.

Radiation-induced
undifferentiated high-grade
pleomorphic sarcoma
(malignant fibrous
histiocytoma) of the
mandible: report of a case
arising in the background of
long-standing osteomyelitis
and review of the literature.

Pathol Res Pract.
210(12): 1123-
1129, 2014.

161 Miyota S, Kobayashi T, Abe
T, Miyajima H, Nagata M,
Hoshina H, Kobayashi T,
Takagi R, Saku T

Division of Oral and
Maxillofacial Surgery,
Niigata University
Graduate School of
Medical and Dental
Sciences, Niigata 951-
8514, Japan 

Intraoperative Assessment
of Surgical Margins of Oral
Squamous Cell Carcinoma
Using Frozen Sections: A
Practical Clinicopathological
Management for
Recurrences.

Biomed Res Int.
2014: 823968. doi:
10.1155 /2014
/823968. Epub
2014 Jun 24.

162 Saito T, Izumi K, Shiomi A,
Uenoyama A, Ohnuki H, Kato
H, Terada M, Nozawa-Inoue
K, Kawano Y, Takagi R,
Maeda T

Division of Oral Anatomy,
Niigata University,
Graduate School of
Medical and Dental
Sciences, Niigata, Japan;
Division of Oral and
Maxillofacial Surgery,
Niigata University,
Graduate School of
Medical and Dental
Sciences, Niigata, Japan.

 Zoledronic acid impairs re-
epithelialization through
down-regulation of integrin
αvβ6 and transforming
growth factor beta signalling
in a three-dimensional in
vitro wound healing model.

Int J Oral
Maxillofac Surg.
43(3): 373-380,
2014.

163 Matsuyama J, Tanaka R,
Iizawa F, Sano T, Kinoshita-
Kawano S, Hayashi-Sakai S,
Mitomi T

Division of Pediatric
Dentistry, Graduate
School of Medical and
Dental Sciences, Niigata
University

Clinical and radiographic
findings and usefulness of
computed tomographic
assessment in two children
with regional
odontodysplasia

Case Rep Dent,
Vol 2015, Article
ID 582462, 2014
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164 Matsuyama J, Kinoshita-
Kawano S, Hayashi-Sakai S,
Mitomi T, Sano-Asahito T

Division of Pediatric
Dentistry, Graduate
School of Medical and
Dental Sciences, Niigata
University

Severe impaction of the
primary mandibular second
molar accompanied by
displacement of the
permanent second premolar

Case Rep Dent,
Epub 2015, Feb
25, 2015

165 Tosaka Y, Nakakura-Ohshima
K, Murakami N, Ishii R,
Saitoh I, Iwase Y, Yoshihara
A, Ohuchi A, Hayasaki H

Department of Oral
Health andWelfare,
Graduate School of
Medical and Dental
Sciences, Niigata
University

Analysis of tooth brushing
cycles.

Clin Oral Investig
18(8): 2045-53,
2014.

166 Hayasaki　H, Saitoh I ,
Nakakura-Ohshima K,
Hanasaki M, Nogami Y,
Nakajima T, Inada E, Iwasaki
T, Iwase Y, Sawami T,
Kawasaki K, Murakami N,
Murakami T,  Kurosawa M,
Kimi M, Kagoshima A , Souda
M, Yamasaki Y

Division of Pediatric
Dentistry, Niigata
University Graduate
School of Medical and
Dental Sciences

Tooth brushing for oral
prophylaxis

Japanese Dental
Science Review,
50: 69-77, 2014.

167 Nihara J, Gielo-Perczak K,
Cardinal L,Saito I, Nanda R,
Uribe F

医歯学総合研究科歯科
矯正学分野

Finite element analysis of
mandibular molar
protraction mechanics using
miniscrews.

Eur J Orthod
37(1): 95-100
2015.

168 Hirotomi T, Kocher T,
Yoshihara A, Biffar R,
Micheelis W, Hoffmann T,
Miyazaki H, Holtfreter B

予防歯科 Comparison of periodontal
conditions among three
elderly populations in Japan
and Germany

J Clin Periodontol,
41(7): 633-642,
2014

169 Iwasaki M, Taylor GW, Manz
MC, Yoshihara A, Sato M,
Muramatsu K, Watanabe R,
Miyazaki H

予防歯科 Oral health status:
relationship to nutrient and
food intake among 80-year-
old Japanese adults

Community Dent
Oral Epidemiol,
42(5): 441-450,
2014

170 Ogawa H, Damrongrungruang
T, Hori S, Nohno K,
Minagawa K, Sato M,
Miyazaki H

予防歯科 Effect of periodontal
treatment on adipokines in
type 2 diabetes

World J Diabetes,
5(6): 924-931,
2015

171 Shimada A, Kobayashi T, Ito
S, Okada M, Murasawa A,
Nakazono K, Yoshie H

Division of
Periodontology,
Department of Oral
Biological Science, Niigata
University Graduate
School of Medical and
Dental Sciences

Expression of anti-
Porphyromonas gingivalis
peptidylarginine deiminase
immunoglobulin G and
peptidylarginine deiminase-4
in patients with rheumatoid
arthritis and periodontitis

J Periodont Res (in
press)

172 Hanai Y, Sugita N, Yoshihara
A, Iwasaki M, Miyazaki H,
Nakamura K, Yoshie H

Division of
Periodontology,
Department of Oral
Biological Science, Niigata
University Graduate
School of Medical and
Dental Sciences

Relationships between IL-6
gene polymorphism, low
BMD and periodontitis in
postmenopausal women．

Arch Oral Biol 60:
533-539, 2015.

173 Kobayashi T, Yokoyama T,
Ito S, Kobayashi D, Yamagata
A, Okada M, Oofusa K,
Narita I, Murasawa A,
Nakazono K, Yoshie H

Division of
Periodontology,
Department of Oral
Biological Science, Niigata
University Graduate
School of Medical and
Dental Sciences

Periodontal and Serum
Protein Profiles in Patients
with Rheumatoid Arthritis
Treated with Tumor
Necrosis Factor Inhibitor
Adalimumab．

J Periodontol 85
(11): 1480-1488,
2014.
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174  Han L, Kodama S, Okiji T Division of Cariology,
Operative Dentistry and
Endodontics,
NiigataUniversity
Graduate School of
Medical and Dental
Sciences

Evaluation of calcium-
releasing and apatite-
forming abilities of fast-
setting calcium silicate-
based endodontic materials.

Int Endo J. 48:
124-130, 2015

175 Ohkura N, Shigetani Y,
Yoshiba N, Yoshiba K, Okiji
T

Division of Cariology,
Operative Dentistry and
Endodontics,
NiigataUniversity
Graduate School of
Medical and Dental
Sciences

Prostaglandin transporting
protein-mediated
prostaglandin E2 transport
in lipopolysaccharide-
inflamed rat dental pulp.

J Endod 40(8):
1112-1117, 2014.

176  Ohsumi T, Takenaka S,
Wakamatsu R, Sakaue Y,
Narisawa N, Senpuku H,
Ohshima H, Terao Y, Okiji T

Division of Cariology,
Operative Dentistry and
Endodontics, Division of
Anatomy and Cell Biology
of the Hard Tissue,
Division of Microbiology
and Infectious Diseases
NiigataUniversityGraduate
School of Medical and
Dental Sciences

Residual Structure of
Streptococcus mutans
Biofilm following Complete
Disinfection Favors
Secondary Bacterial
Adhesion and Biofilm Re-
Development.

PLoS One 30 10(1)

177 Watanabe H, Kazama R, Asai
T, Kanaya F, Ishizaki H,
Fukushima M, Okiji T.Han L,
Okiji T

Division of Cariology,
Operative Dentistry and
Endodontics,
NiigataUniversity
Graduate School of
Medical and Dental
Sciences

Efficiency of the Dual-Cured
Resin Cement
Polymerization Induced by
High-Intensity LED Curing
Units Through Ceramic
Material.

Oper Dent 40(2):
153-162, 2015

178 8) Takei E, Shigetani Y,
Yoshiba K, Hinata G, Yoshiba
N, Okiji T

Division of Cariology,
Operative Dentistry and
Endodontics,
NiigataUniversity
Graduate School of
Medical and Dental
Sciences

Initial transient
accumulation of M2
macrophage-associated
molecule-expressing cells
after pulpotomy with mineral
trioxide aggregate in rat
molars.

1)  J Endod
40(12):1983-1988,
2014.

179 Kaku M, Akiba Y, Akiyama K,
Akita D, Nishimura M

Division of
Bioprosthodontics,
Niigata University
Graduate School of
Medical and Dental
Sciences, Niigata, Japan.

 Cell-based bone
regeneration for alveolar
ridge augmentation - Cell
source, endogenous cell
recruitment and
immunomodulatory function.

J Prosthodont Res
59(2):96-112,
2015.

180 Kawasaki M, Porntaveetus T,
Kawasaki K, Oommen S,
Otsuka-Tanaka Y, Hishinuma
M, Nomoto T, Maeda T,
Takubo K, Suda T, Sharpe
PT, Ohazama A

Department of
Craniofacial Development
and Stem Cell Biology,
Dental Institute, King's
College London, Guy's
Hospital, London Bridge,
London, United Kingdom;
Division of Bio-
Prosthodontics,
Department of Oral
Health Science, Course
for Oral Life Science,
Niigata University
Graduate School of
Medical and Dental
Sciences, Niigata, Japan.

R-spondins/Lgrs expression
in tooth development.

 Dev Dyn.
243(6):844-51,
2014
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181 Kaku M, Yamauchi M Division of
Bioprosthodontics,
Niigata University
Graduate School of
Medical and Dental
Sciences, Niigata, Japan.

Mechano-regulation of
collagen biosynthesis in
periodontal ligament.

J Prosthodont Res
58(4):193-207,
2014.

182 Yoshio Yamaga, Mitsugu
Kanatani, Shuichi Nomura

Division of
Comprehensive
Prosthodontics, Niigata
University, Graduate
School of Medical and
Dental Sciences

Usefulness of a rotation-
revolution mixer for mixing
powder-liquid reline
material.

J Prosthodont Res
59(1): 71-78, 2015

183 Tetsuo Kobayashi Division of
Periodontology, Genenral
Dentistry and Clinical
Education Unit

Periodontal and Serum
Protein Profiles in Patients
with Rheumatoid Arthritis
Treated with Tumor
Necrosis Factor Inhibitor
Adalimumab

J Periodontol
85(11):1480-1488,
2014.

184 Tetsuo Kobayashi Division of
Periodontology, Genenral
Dentistry and Clinical
Education Unit

Host Responses in the Link
between Periodontitis and
Rheumatoid Arthritis.

Curr Oral Health
Rep. 2(1): 1-8,
2015.

185 Tazawa R, Inoue Y, Arai T,
Takada T, Kasahara Y, Hojo
M, Ohkouchi S, Tsuchihashi
Y, Yokoba M, Eda R,
Nakayama H, Ishii H, Nei T,
Morimoto K, Nasuhara Y,
Ebina M, Akira M, Ichiwata
T, Tatsumi K, Yamaguchi E,
Nakata K.

Bioscience Medical
Research Center, Niigata
University Medical and
Dental Hospital

Duration of benefit in
patients with autoimmune
pulmonary alveolar
proteinosis after inhaled
granulocyte-macrophage
colony-stimulating factor
therapy.

Chest

186 Hashimoto A, Tanaka T, Itoh
Y, Yamagata A, Kitamura N,
Tazawa R, Nakagaki K,
Nakata K.

Bioscience Medical
Research Center, Niigata
University Medical and
Dental Hospital

Low concentrations of
recombinant granulocyte
macrophage-colony
stimulating factor derived
from Chinese hamster ovary
cells augments long-term
bioactivity with delayed
clearance in vitro.

Cytokine

小計6件
合計 186
件

(注) 1　　当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術
の開発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行ってい
る場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

2　　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術
雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の
講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の
所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該
特定機能病院に所属している場合に限る）。



(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

1 小幡　裕明，南野　徹 循環器内科 特集　老化からみた循環器
疾患　高齢者に対する心臓
リハビリテーション

循環器内科　第76
巻第3号
2014;279-284.

2 吉田　陽子，清水　逸平，南
野　徹

循環器内科 糖尿病が心不全にどう影響
するのか？

Heart View
2014;382-387.

3 林　由香，須田　将吉，吉田
陽子，南野　徹

循環器内科 細胞老化と血管老化 Anti-aging Science
2014;37-42.

4 清水　逸平，吉田　陽子，南
野　徹

循環器内科 特集／老化からみた循環器
疾患　加齢に伴う心血管系
の変化

循環器内科　第76
巻第3号
2014;229-233.

5 吉田　陽子，南野　徹 循環器内科 第35回 Aging Science アンチエイジング
医学　2014;766-
768.

6 吉田　陽子，南野　徹 循環器内科 セマフォリン３Eによる脂肪組
織炎症とインスリン抵抗性

Diabetes Journal
2014;193-194.

7 吉田　陽子，南野　徹 循環器内科 内蔵脂肪から分泌される「セ
マフォリン」が脂肪細胞の老
化と炎症を介し、インスリン
抵抗性の原因となる

内分泌・糖尿病・代
謝内科 2014;490-
495.

8 須田　将吉，林　由香，吉田
陽子，南野　徹

循環器内科 臓器連関と心血管疾患　心
臓―脂肪連関

細胞工学
2014;504-507.

9 清水　逸平，吉田　陽子，南
野　徹

循環器内科 加齢に伴う心血管系の変化 循環器内科
2014;229-233.

10 須田　将吉，南野　徹 循環器内科 編集後記 アンチ・エイジング
医学　2014;160

11 勝海　悟郎，南野　徹 循環器内科 機能性食品の循環器疾患
におけるエビデンス

Pharma Medica
2014;7-10.

12 南野　徹 循環器内科 綜説老化からみた生活習慣
病

新潟医学会雑誌
2014;239-244.

13 南野　徹 循環器内科 編集委員に聞く日本の知恵
を探る万物流転

Anti-aging
Medicine
2014;103.

14 渡部　裕，南野　徹 循環器内科 不整脈のゲノム解析と臨床
応用

血管医学
2014;89-95.

15 須田　将吉，南野　徹 循環器内科 複製ストレスは老化した造血
幹細胞の機能低下を惹起す
る

アンチ・エイジング
医学-日本抗加齢
医学会雑誌
2014;126-128.

16 吉田　陽子，南野　徹 循環器内科 エイジングサイエンス-海外
文献紹介

アンチ・エイジング
医学日本抗加齢医
学会雑誌
2014;106-108.

小計16件
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17 萱森　裕美，清水　逸平，吉
田　陽子，南野　徹

循環器内科 脂肪組織と老化 月刊細胞
2014;22-25.

18 林　由香，吉田　陽子，南野
徹

循環器内科 エイジングサイエンス-海外
文献紹介

アンチ・エイジング
医学-日本抗加齢
医学会雑誌
2014;112-115.

19 南野　徹 循環器内科 老化シグナル制御による生
活習慣病治療の開発

上原記念生命科学
財団研究報告集
2014;28:1-7.

20 佐藤　光希，渡部　裕，池主
雅臣，和泉　大輔，小澤　拓
也，伊藤　英一，田辺　恭彦，
相澤　義房，南野　徹

循環器内科 虚血と不整脈　J波と虚血性
心室細動の関係 冠攣縮狭
心症における検討

心電図
2014;34:118-126.

21 勝海　悟郎，古嶋　博司，和
泉　大輔，大槻　総，長尾　智
美，飯嶋　賢一，佐藤　光希，
小田　雅人，渡部　裕，池主
雅臣，南野　徹

循環器内科 左室基部後壁起源の心室
性期外収縮により心室細動
を繰り返した特発性心室細
動の1例

心臓 2014;46:56-
61.

22 池主　雅臣，斎藤　修，奥田
明子

循環器内科 ＣＫＤ合併心房細動例にお
ける抗凝固療法

Cardiocoagulation
2014;1:25-32.

23 林由香,須田将吉, 吉田陽子,
南野徹.

循環器内科 血圧サーカディアンリズムが
障害される病態とその機序
1.加齢

日本臨床.
2014;72(8):1419-
1423.

24 小幡裕明, 南野徹 循環器内科 特集　心筋症：診断と治療の
進歩　IV．予後・QOLの改善
を目指す治療法の選択 1．
薬物治療up to date

日本内科学会雑
誌.
2014;103(2):378-
386.

25 蒲澤　秀門 新潟大学 腎・膠原病内科 メタボリックシンドローム関連
腎症における近位尿細管細
胞の形質変化の解析

新潟医学会雑誌
128(8): 381-390,
2014

26 須田 剛士, 青柳 豊 新潟大学大学院消化器
内科学

ぶどうゼリーを用いた超音波
観察下穿刺手技シミュレー
ターの自作とその活用

日本シミュレーショ
ン医療教育学会雑
誌 (2187-9281)2巻
Page63-
68(2014.06)

27 横山 純二, 本田 穣, 竹内 学,
 佐藤 祐一, 小林 正明

新潟大学大学院医歯学
総合研究科消化器内科
学分野

カプセル内視鏡にて腸管か
らのリンパ液漏出が観察され
た腸リンパ管拡張症の2例

ENDOSCOPIC
FORUM for
digestive disease 
(0912-0505)30巻2
号 Page124-
130(2014.11)

28 柳村文寛1）、下畑亨良1）、他
田正義1）、野崎洋明1）、西澤
正豊1）
1）新潟大学脳研究所神経内
科

神経内科 クロイツフェルト・ヤコブ病に
おける病名告知、治療の検
討

臨床神経学 54巻4
号 Page298-302,
2014

29 小澤鉄太郎、関谷可奈子、西
澤正豊

神経内科 ●総説　多系統委縮症の声
帯外転障害と吸気性喘息：
これまでの知見と問題点

自律神経 51巻1号
Page10-17, 2014

30 畠山公大1）、金澤雅人1）、石
原彩子1）、田邊嘉也2）、下畑
孝良1）、西澤正豊1）*
*Corresponding author:新潟
大学脳研究所神経内科
新潟大学脳研究所神経内科
2）新潟大学医歯学総合病院
感染管理部

神経内科 頭部MRIで特徴的な液面形
成（fluid-ｆluid Level)をみと
めた化膿性脳室炎の２例

臨床神経学 54巻9
号 Page732-737,
2014

小計14件



31 北原真紀子1）、金沢雅人1）、
畠山公大1）、柳村文寛1）、坂
上拓郎2）、河内　泉1）、西澤
正豊1）、
1）；新潟大学脳研究所神経
内科
2）；新潟大学医学部呼吸器

神経内科 複視と眼瞼下垂を呈した多
発血管炎性肉芽腫症（ウェ
ゲナー肉芽腫症）の1例

BRAIN and NERVE

32 七里佳代 精神医学,保健管理セン
ター

気分障害に焦点づけた学生
メンタルヘルス検診の有用
性について.

新潟医学会雑誌
(印刷中)

33 橋本 喜文, 亀山 仁史, 廣瀬
雄己, 八木 亮磨, 中野 麻恵,
佐藤 洋, 木戸 知紀, 市川 寛,
羽入 隆晃, 中野 雅人, 石川
卓, 島田 能史, 小林 隆, 坂田
純, 皆川 昌広, 小杉 伸一, 小
山 諭, 若井 俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

単孔式腹腔鏡手術を行った
高齢者小腸癌の1例

癌と化学療法 41巻
12号 Page2442-
2443,2014.

34 田中 亮, 亀山 仁史, 中野 麻
恵, 市川 寛, 羽入 隆晃, 中野
雅人, 石川 卓, 島田 能史, 坂
田 純, 小林 隆, 小杉 伸一,
皆川 昌広, 小山 諭, 若井 俊
文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

進行大腸癌の術後補助化
学療法により完全奏効した
早期胃癌の1例

癌と化学療法 41巻
12号 Page2364-
2366,2014.

35 田村 博史, 亀山 仁史, 峠 弘
治, 臼井 賢司, 榎本 剛彦, 渡
邊 直純, 林 達彦, 島田 能史,
若井 俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

Oxaliplatinアレルギーにより
心肺停止を来した大腸癌多
発肝肺転移の1例

癌と化学療法 41巻
12号 Page1844-
1845,2014.

36 堀田 真之介, 野上 仁, 中野
麻恵, 中野 雅人, 島田 能史,
亀山 仁史, 坂田 純, 小林 隆,
皆川 昌広, 小杉 伸一, 小山
諭, 若井 俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

全身化学療法および門脈塞
栓術施行後に治癒切除を
行った直腸癌多発肝転移の
1例

癌と化学療法 41巻
12号 Page1794-
1795,2014.

37 中野 麻恵, 亀山 仁史, 島田
能史, 橋本 喜文, 細井 愛, 中
野 雅人, 野上 仁, 羽入 隆晃,
滝沢 一泰, 石川 卓, 坂田 純,
小林 隆, 皆川 昌広, 小杉 伸
一, 小山 諭, 若井 俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

CapeOX+Bevacizumab療法
が著効した下行結腸癌多発
肝転移の1例(原著論文)

癌と化学療法 41巻
12号 Page1785-
1787,2014.

38 亀山 仁史, 島田 能史, 野上
仁, 中野 麻恵, 中野 雅人, 坂
田 純, 小林 隆, 皆川 昌広,
小杉 伸一, 小山 諭, 若井 俊
文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

回腸導管に浸潤した局所進
行上行結腸癌に対して治癒
切除を行った1例

癌と化学療法 41巻
12号 Page1677-
1679,2014.

39 小柳 英人, 亀山 仁史, 野上
仁, 島田 能史, 中野 麻恵, 中
野 雅人, 石川 卓, 坂田 純,
小林 隆, 皆川 昌広, 小杉 伸
一, 小山 諭, 若井 俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

長期生存を得たVirchowリン
パ節、肝、肺転移を伴った
直腸癌の1例

癌と化学療法 41巻
12号 Page1674-
1676,2014.

40 八木 亮磨, 亀山 仁史, 中野
麻恵, 佐藤 洋, 木戸 知紀, 中
野 雅人, 島田 能史, 坂田 純,
小林 隆, 皆川 昌広, 小杉 伸
一, 小山 諭, 若井 俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

当院における単孔式人工肛
門造設術の検討

癌と化学療法 41巻
12号 Page1643-
1644,2014.

41 仲野 哲矢, 皆川 昌広, 高野
可赴, 滝沢 一泰, 若井 俊文,
高野 徹, 黒崎 功

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

膵頭十二指腸切除後の仮
性動脈瘤出血に対して
Stent-Assisted Coilingを施
行した3例

日本腹部救急医学
会雑誌 34巻8号
Page1445-
1449,2014.

42 細井 愛, 野上 仁, 矢島 和人,
亀山 仁史, 若井 俊文, 梅津
哉

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

腹腔鏡補助下に切除した膿
瘍を伴った回腸子宮内膜症
の1例

新潟医学会雑誌
128巻8号
Page391-395,2014.

小計12件



43 若井 俊文, 坂田 純, 田島 陽
介, 廣瀬 雄己, 三浦 宏平, 滝
沢 一泰, 永橋 昌幸, 亀山 仁
史, 小林 隆, 皆川 昌広, 小杉
伸一, 小山 諭

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

消化器外科手術アトラス　胆
嚢癌に対する拡大根治的胆
嚢摘出術(Glenn手術変法)

消化器外科 37巻
13号 Page1885-
1894,2014.

44 皆川 昌広, 滝沢 一泰, 坂田
純, 小林 隆, 若井 俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

【外科看護のキモをコンパク
トに解説しました!術前術後
ケアさくさく100文字ガイド】
胆道に特有の術前術後ケア

消化器外科
Nursing 19巻11号
Page1100-
1104,2014.

45 皆川 昌広, 滝沢 一泰, 坂田
純, 小林 隆, 若井 俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

【胆嚢癌手術のすべて-腹腔
鏡下から拡大手術まで-】 門
脈再建を伴う胆嚢癌手術

手術 68巻11号
Page1489-
1492,2014.

46 永橋 昌幸, 廣瀬 雄己, 三浦
宏平, 大橋 拓, 丸山 智宏, 滝
沢 一泰, 坂田 純, 小林 隆,
皆川 昌広, 若井 俊文, 味岡
洋一

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

【いわゆる「早期胆嚢癌」に
関する問題点を整理する】
早期胆嚢癌の病理

胆と膵 35巻9号
Page801-806,2014.

47 須藤 翔, 廣瀬 雄己, 石川 博
補, 堅田 朋大, 斉藤 敬太, 滝
沢 一泰, 高野 可赴, 坂田 純,
小林 隆, 皆川 昌広, 若井 俊
文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

肝内胆管癌との鑑別が困難
であった胆管浸潤を伴う大
腸癌肝転移の2切除例

新潟医学会雑誌
128巻6号
Page269-275,2014.

48 佐藤 洋, 島田 能史, 亀山 仁
史, 野上 仁, 小林 隆, 皆川
昌広, 小杉 伸一, 小山 諭, 若
井 俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

簡便・確実なリアルタイム超
音波ガイド下鎖骨下静脈穿
刺法の経験

新潟医学会雑誌
128巻6号
Page264-268,2014.

49 齋藤 敬太, 坂田 純, 廣瀬 雄
己, 小林 隆, 皆川 昌広, 若井
俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

先天性胆道拡張症に対する
分流手術後23年で発症した
膵内遺残胆管癌の1例

日本臨床外科学会
雑誌 75巻7号
Page2014-
2018,2014.

50 峠 弘治, 小山 諭, 辰田 久美
子, 長谷川 美樹, 坂田 英子,
小林 隆, 皆川 昌広, 小杉 伸
一, 若井 俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

左胸壁から発生した巨大脂
肪肉腫の1切除例

癌と化学療法 41巻
8号 Page1037-
1040,2014.

51 佐藤 優, 矢島 和人, 小杉 伸
一, 宗岡 悠介, 市川 寛, 羽入
隆晃, 坂本 薫, 石川 卓, 若井
俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

p-Stage II、III胃癌に対する
術後補助化学療法の現状と
問題点

癌と化学療法 41巻
8号 Page961-
964,2014.

52 廣瀬 雄己, 坂田 純, 大橋 拓,
滝沢 一泰, 新田 正和, 高野
可赴, 小林 隆, 野上 仁, 皆川
昌広, 小杉 伸一, 小山 諭, 若
井 俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

サイトケラチン7、19陽性肝
細胞癌の異時性リンパ節転
移再発の1切除例

新潟医学会雑誌
128巻4号
Page177-181,2014.

53 若井 俊文 新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

胆嚢癌に対する外科治療 新潟医学会雑誌
128巻4号
Page151-156,2014.

54 仲野 哲矢, 皆川 昌広, 高野
可赴, 廣瀬 雄己, 滝沢 一泰,
小林 隆, 坂田 純, 若井 俊文,
味岡 洋一

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

膵原発Solitary Fibrous
Tumorの1例

新潟医学会雑誌
128巻3号
Page121-127,2014.

55 坂田 純, 滝沢 一泰, 高野 可
赴, 小林 隆, 皆川 昌広, 若井
俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

【胆道癌外科治療の現況】
胆嚢癌の外科治療の現況
特に外科切除の限界、至適
切除範囲に関して

日本外科学会雑誌
115巻4号
Page185-189,2014.

小計13件



56 小山 諭, 若井 俊文 新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

【非外科治療中がん患者へ
の栄養療法】 化学療法・放
射線療法を受ける患者の栄
養療法に必要な知識　新し
い静脈経腸栄養ガイドライン
を踏まえて

臨床栄養 125巻1
号 Page21-
27,2014.

57 小山 諭, 中野 雅人, 亀山 仁
史, 若井 俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

【創傷の予防と治癒のため
の栄養療法】 創傷ケアにお
ける周術期栄養管理の役割

WOC Nursing 2巻
7号 Page52-
59,2014.

58 若井 俊文, 坂田 純, 高野 可
赴, 堅田 朋大, 須藤 翔, 仲野
哲矢, 廣瀬 雄己, 小林 隆, 皆
川 昌広, 味岡 洋一

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

慢性腎不全患者の腹部外
科手術と周術期管理 慢性
腎不全による血液透析患者
における腹部外科手術と周
術期管理

腎と透析 76巻別冊
腎不全外科2014
Page55-58,2014.

59 小山 諭, 亀山 仁史, 若井 俊
文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

【消化器疾患診療支援のた
めの栄養療法の最先端】 短
腸症候群の栄養管理

臨床消化器内科
29巻8号
Page1105-
1110,2014.

60 佐藤 優, 矢島 和人, 小林 和
明, 臼井 賢司, 坂本 薫, 若井
俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

腹腔鏡補助下胃全摘術を施
行した胃限局性若年性ポリ
ポーシスの1例

日本臨床外科学会
雑誌 75巻4号
Page941-945,2014.

61 堅田 朋大, 坂田 純, 仲野 哲
矢, 廣瀬 雄己, 須藤 翔, 高野
可赴, 小林 隆, 皆川 昌広, 若
井 俊文, 味岡 洋一

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

慢性腎不全による血液透析
患者に対する腹部手術症例
の術後成績

新潟医学会雑誌
128巻1号 Page28-
32,2014.

62 加納 陽介, 小杉 伸一, 神田
達夫, 矢島 和人, 鈴木 力, 若
井 俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

手術手技　経裂孔的アプ
ローチによる下縦隔郭清と
下部食道切除再建術

手術 68巻5号
Page723-727,2014.

63 大橋 拓, 若井 俊文, 廣瀬 雄
己, 斎藤 敬太, 丸山 智宏, 滝
沢 一泰, 高野 可赴, 坂田 純,
小林 隆, 皆川 昌広, 塩路 和
彦

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

【胆道癌として外科切除され
た鑑別困難病変の検証-画
像と病理所見の対比-】 肝
内・肝門部胆管癌と鑑別困
難な良性胆管狭窄病変　臨
床病理学的検討とそれに基
づく治療方針

胆と膵 35巻3号
Page241-245,2014.

64 岡部 康之, 矢島 和人, 石川
卓, 小杉 伸一, 坂本 薫, 佐藤
優, 神田 達夫, 若井 俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

S-1+CDDPによる術前化学
療法中に穿孔した高度進行
胃癌の緊急胃切除の1例

癌と化学療法 41巻
1号 Page95-
98,2014.

65 細井 愛, 黒崎 功, 高野 可赴,
皆川 昌広, 岩渕 三哉, 若井
俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

原発性多発十二指腸癌を含
む異時性4重複癌の1例

日本臨床外科学会
雑誌 75巻1号
Page250-254,2014.

66 島田 能史, 味岡 洋一, 若井
俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

大腸癌の最新治療-治癒に
向けた最先端研究-】 臨床
研究　診断　微小転移の検
出

日本臨床 72巻1号
Page89-94,2014.

67 須藤 翔, 亀山 仁史, 中野 雅
人, 島田 能史, 野上 仁, 若井
俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

単孔式腹腔鏡補助下に切
除した狭窄型虚血性小腸炎
の1例

新潟医学会雑誌
129巻1号 Page38-
44,2015.

68 須藤 翔, 小林 隆, 廣瀬 雄己,
堅田 朋大, 滝沢 一泰, 若井
俊文

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

心肺停止状態から救命し得
た上部消化管造影検査後
大腸穿孔によるバリウム腹膜
炎の1例

日本腹部救急医学
会雑誌 35巻1号
Page119-124,2015.

69 木戸 知紀, 島田 能史, 中野
麻恵, 中野 雅人, 亀山 仁史,
野上 仁, 若井 俊文, 岩渕 三
哉

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

同一病巣内に神経内分泌
腫瘍と腺癌の成分を認めた
径8mmの直腸腫瘍の1例

日本大腸肛門病学
会雑誌 68巻1号
Page55-59,2015.

小計14件



70 坂田 純, 若井 俊文, 皆川 昌
広, 小林 隆, 滝沢 一泰, 三浦
宏平, 岡部 康之, 廣瀬 雄己,
永橋 昌幸, 亀山 仁史, 小杉
伸一, 小山 諭

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

【進展度に応じた胆嚢癌の
治療戦略】 リンパ節転移か
らみた胆嚢癌の治療成績

胆と膵 36巻1号
Page55-59,2015.

71 坂田 純, 若井 俊文, 皆川 昌
広, 小林 隆, 滝沢 一泰, 三浦
宏平, 岡部 康之, 廣瀬 雄己,
永橋 昌幸, 亀山 仁史, 小杉
伸一, 小山 諭

新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

【胆道癌外科切除　再発防
止のストラテジー】　術中戦
略 リンパ節郭清範囲　胆嚢
癌

臨床外科 70巻1号
Page68-72,2015.

72 小山 諭 新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

乳癌の手術療法 新潟医学会雑誌
128巻8号
Page343-351,2014.

73 滝沢 一泰 新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

浸潤性膵管癌における簇出
と臨床病理学的因子および
予後との関連

新潟医学会雑誌
128巻5号
Page216-226,2014.

74 木戸 知紀 新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

大腸癌におけるS-100免疫
組織化学により診断される
神経侵襲の臨床的意義

新潟医学会雑誌
128巻4号
Page167-176,2014.

75 伏木 麻恵 新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

潰瘍性大腸炎に合併する大
腸腫瘍におけるサーベイラ
ンス内視鏡検査の臨床的意
義

新潟医学会雑誌
128巻2号 Page75-
82,2014.

76 辰田 久美子 新潟大学大学院医歯学
総合研究科 消化器・一般
外科学分野

乳癌センチネルリンパ節転
移と臨床病理学因子および
Ki-67標識率との関連

新潟医学会雑誌
128巻5号
Page205-215,2014.

77 白石　修一、高橋　　昌、渡邉
マヤ、杉本　　愛、土田　正則

心臓血管外科 両側肺動脈絞扼術後に根
治手術（大動脈弓再建＋動
脈スイッチ手術＋心室内血
流路作成）を施行した両大
血管右室起始・大動脈弓離
断症の1例

日本心臓血管外科
学会雑誌 43(5):
265-269, 2014

78 白石　修一、高橋　　昌、渡邉
マヤ、杉本　　愛、土田　正則

心臓血管外科 Posterior TGA型両大血管
右室起始症に対する動脈ス
イッチ術（Jatene原法）と心室
内血流路作成の１例

日本心臓血管外科
学会雑誌 44(1):
21-24, 2015.1月

79 遠藤直人 整形外科 原発性骨粗鬆症に対する治
療薬剤の種類と特徴

整形外科 65: 738-
743, 2014

80 生越　章，堀田哲夫，川島寛
之，佐々木太郎，山岸哲郎，
遠藤直人，守田哲郎，有泉高
志，畠野宏史

整形外科 悪性末梢神経鞘腫瘍を発症
した神経線維腫症1型症例
における化学療法の効果と
予後

日本レックリングハ
ウゼン病学会雑誌
5: 64-68, 2014

81 平野　徹，渡辺　慶，勝見敬
一，遠藤直人，山崎昭義

整形外科 脊椎椎体骨折偽関節例の
治療

整形外科 65: 147-
153, 2014

82 今井教雄，伊藤知之，高橋康
人，須田　健，宮坂　大，湊
泉，遠藤直人

整形外科 変形性股関節症に対する人
工股関節全置換術後の骨
盤傾斜および股関節回旋の
変化

整形外科 65 人工
関節置換術－最新
の知見

83 近藤直樹、藤沢純一、金井朋
毅、遠藤直人

整形外科 外傷を契機として生じた両
側破壊性肘関節症の1例

新潟整形外科研究
会誌　30: 155-162,
2014

小計14件



84 近藤直樹、松井利浩、西野仁
樹、小宮明子、當間重人、遠
藤直人

整形外科 関節リウマチ例における周
術期の好中球上ＣＤ６４の推
移の検討

別冊整形外科65 :
56-59,2014

85 近藤直樹、藤沢純一、荒井勝
光、遠藤直人

整形外科 ミノサイクリンが有効であった
関節リウマチの1例

新潟整形外科研究
会誌　30: 51－54,
2014

86 松田　健、垣淵正男 形成・美容外科 ループ型神経移植を利用し
た顔面神経再建

PEPARS 顔面神経
麻痺の治療update
N0. 92 : 7-12,
2014

87 松田　健、柴田　実、松代直
樹

形成・美容外科 頭髪生え際皮膚切除による
眉毛挙上術

Facial Nerve
Research Japan
34(1) : 126- 128,
2014

88 柴田　実、松田　健 形成・美容外科 末梢神経損傷の治療 Peripheral Nerve
25(2): 272-278,
2014

89 若槻華子、太田勝哉、齋藤八
十、山口賢次、森野一真

形成・美容外科 巨大乳腺葉状腫瘍の治療
経験 A Case of Giant
Phyllodes Tumor of the
Breast

日本形成外科学会
会誌 34 (3)：202-
208,2014

90 宮田昌幸，飛澤泰友, 高野敏
郎，坂村律生, 柴田　実

形成・美容外科 口唇口蓋裂二次修正術に
おける肋軟骨移植による鼻
形成術

日本頭蓋顎顔面外
科学会誌　30（3）：
126-138, 2014

91 宮田昌幸, 柴田　実，朝日藤
寿一

形成・美容外科 Furlow法による口蓋裂初回
形成術-裂幅の広い場合の
コツと留意点

PEPARS,No.96,pp.
19-24. 2014

92 倉部聡, 藤井幸彦 新潟大学脳研究所脳神
経外科

fMRIを用いた求心路遮断下
に生じる感覚運動野皮質活
動の急性変化についての検
討

新潟医学会雑誌
128(10): 510-514,
2014.

93 小原健司、新井　啓、原　昇、
星井達彦、小松集一、瀧澤逸
大、安藤　嵩、秋山　さや香、
筒井寿基、高橋公太、

新潟大学大学院医歯学
総合研究科腎泌尿器病
態学分野

尿道下裂手術　そのゴール
は？自然な外観を目指して

泌尿器外科27(臨
増）：673-
676,2014.

94 石川晶子、田﨑正行、今井直
史、池田正博、笠原　隆、関
島光裕、富田祐介、中川由
紀、齋藤和英、西山　勉、高
橋公太

新潟大学大学院医歯学
総合研究科腎泌尿器病
態学分野

生体腎移植後に発症した移
植腎内リンパ嚢胞に対し、腹
腔鏡下腎嚢胞開窓術を施行
した1例

日本泌尿器科学会
雑誌　105（3）別
刷：139-143，
2014．

95 高橋公太 新潟大学大学院医歯学
総合研究科腎泌尿器病
態学分野

退任特別講演　ABO血液型
不適合腎移植への挑戦

新潟医学会雑誌
128（11）：547-
565，2014.

96 西山　勉 新潟大学大学院医歯学
総合研究科腎泌尿器病
態学分野

前立腺癌：アンドロゲン抑制
療法のパラダイムシフト

泌尿器外科　27
（臨増）：735-738，
2014.

97 西山　勉 新潟大学大学院医歯学
総合研究科腎泌尿器病
態学分野

去勢抵抗性前立腺癌今後
の治療戦略　前立腺癌細胞
内の新規アンドロゲン代謝
系路からみた今後のアンドロ
ゲン抑制療法

泌尿器外科　27
（臨増）：589-591，
2014.

98 齋藤和英・中川由紀・田﨑正
行・池田正博・高橋公太・秋
山政人

新潟大学大学院医歯学
総合研究科腎泌尿器病
態学分野

献腎移植への道のり　-臓器
移植法案改定後—わが国に
おけるNon Heart Beating
Donor (NHBD)からの献腎移
植

泌尿器外科　27
（臨増）：609-611，
2014.

小計15件



99 高橋公太 新潟大学大学院医歯学
総合研究科腎泌尿器病
態学分野

わが国の腎移植の現況と今
後の展開

泌尿器外科　27
（臨増）：557-559，
2014.

100 寺島　浩子,長谷部　日,福島
淳志,佐々木　亮,松岡　尚気,
高田　律子,佐藤　弥生,上田
恵理子,福地　健郎

新潟大学医歯学総合病
院　眼科

黄斑剥離を伴う裂孔原性網
膜剥離の長期視力予後

眼科手術　　27
（1）：112-
117,2014.

101 尾山　徳秀,張　大行,大湊
絢,福地　健郎

新潟大学医歯学総合病
院　眼科

眼窩壁骨折の硬性再建に
対する固定孔なしシート状
吸収性プレート（LactoSorb
®）の使用経験

日本形成外科学会
雑誌　34（10）：
726-735,2014

102 森田由香、山本　裕、大島伸
介、高橋邦行、根本美歌、桑
原優子、髙橋 姿

新潟大学耳鼻咽喉科頭
頸部外科

弛緩部型真珠腫と緊張部型
真珠腫（第2報）−当科にお
ける術式選択と治療成績

Otology Japan.
181-187  2014

103 吉田　尚弘、岸部　幹、立山
香織,岡田　昌浩、坂口　博
史、長谷川　賢作,松井　隆
道、森田　由香、村上　信五

新潟大学耳鼻咽喉科頭
頸部外科

ANCA関連血管炎性中耳炎
90症例の臨床像-ANCA関
連血管炎性中耳炎全国調
査ワーキンググループ中間
報告-

Otology Japan 24
（1）53-612014

104 正道隆介、太田久幸、山崎恵
介、松山　洋、髙橋　姿

新潟大学耳鼻咽喉科頭
頸部外科

頭頸部領域に生じた高分化
型脂肪肉腫の3例

頭頸部癌40(1) 75-
80 2014

105 馬場洋徳、相澤直孝、土屋昭
夫

新潟大学耳鼻咽喉科頭
頸部外科

特徴的な画像，病理所見を
呈した口腔底表皮嚢腫の症
例

口腔科27(2)179-
183 2014

106 高桑好一、能仲太郎、冨永麻
理恵、茅原　誠、加嶋克則、
榎本隆之

産科婦人科 産婦人科における漢方の理
論と実践　8．不妊症・不育
症に対する漢方

産科と婦人科
81,1341-1346

107 生野寿史、山口雅幸、芹川武
大、和田雅樹、榎本隆之、高
桑好一

産科婦人科 常染色体劣性多発性嚢胞
腎が疑われた出生前診断症
例に関する検討

日本遺伝カウンセ
リング学会誌 35,
117-120

108 高桑好一、能仲太郎 産科婦人科 自己免疫異常合併不育症
症例に対する漢方療法の実
際

産婦人科漢方研究
のあゆみ 31, 9-16

109 高桑好一、能仲太郎、高橋真
紀子、山岸葉子、吉田邦彦、
生野寿史、山口雅幸、榎本隆
之

産科婦人科 現代漢方の基礎知識　不育
症・不妊症

産婦人科の実際
63, 363-371

110 高桑好一 産科婦人科 第66回日本産科婦人科学
会　生涯研修プログラム　ク
リニカルカンファレンス3
Subspecialityを越えて（周産
期・腫瘍）2　産婦人科良性
腫瘍・悪性腫瘍治療後の周
産期管理

日本産科婦人科学
会雑誌 66, 2094-
2097

111 高桑好一 産科婦人科 第78回日本泌尿器科学会
東部総会記録集　よくわかる
シリーズ　6よくわかる不妊治
療

泌尿器外科 27,
733-734

112 冨永麻理恵、生野寿史、佐藤
ひとみ、芹川武大、和田雅
樹、高桑好一、茂呂　寛、吉
田邦彦、金子孝之

産科婦人科 HIV感染合併双胎妊娠の管
理経験

新潟産科婦人科学
会誌 109, 29-32
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113 鈴木美保、山口雅幸、島　英
理、冨永麻理恵、松本賢典、
田村　亮、佐藤ひとみ、能仲
太郎、榎本隆之、生野寿史、
高桑好一

産科婦人科 妊娠26週未満破水症例の
後方視的検討

新潟産科婦人科学
会誌 109, 79-84

114 高桑好一、能仲太郎、佐藤ひ
とみ、生野寿史、山口雅幸、
榎本隆之

産科婦人科 重篤な疾患を合併する妊産
婦の管理　腎不全、透析中
の妊娠

周産期医学 44,
1177-1179

115 西野幸治、榎本隆之 産科婦人科 CA125再発と画像再発の診
断差は何ヶ月くらいです
か？

婦人科癌診療Q&A
一つ上をいく診療
の実践 216-218

116 西野幸治、榎本隆之 産科婦人科 卵巣がんの再発例への化学
療法　プラチナ感受性

産婦人科処方のす
べて　すぐに使える
実践ガイド　臨床
婦人科増刊号 68,
198-200

117 西野幸治、榎本隆之 産科婦人科 卵巣がんの再発例への化学
療法　プラチナ抵抗性

産婦人科処方のす
べて　すぐに使える
実践ガイド　臨床
婦人科増刊号 68,
201-203

118 加嶋克則、西野幸治、榎本隆
之

産科婦人科 再発卵巣癌に対する手術の
適応と実際

産婦人科の実際
63, 925-931

119 吉原弘祐、榎本隆之 産科婦人科 婦人科がんのトランスクリプ
トーム解析

産科と婦人科 81,
726-731

120 松本賢典、磯部真倫、加嶋克
則、榎本隆之

産科婦人科 淋菌性腹膜炎で麻痺性イレ
ウスを呈した1例

新潟産科婦人科学
会誌 109, 72-74

121 山本豪、渡部達範、藤原貴、
持田崇、渡邉逸平、河野達郎

麻酔科学分野 腹部大動脈瘤切除術に対
する18G留置針と低濃度リド
カイン用いた反復肋骨弓下
腹横筋膜面ブロックの経験

麻酔 63(8)：866-
71, 2014

122 江村美紗、石井秀明、馬場洋 麻酔科 先天性筋無力症候群の側
彎症手術の麻酔

麻酔 63(8)：911-
14, 2014

123 倉部美起、大橋宣子、山本
豪、古谷健太、大橋正幸、紙
谷義孝、馬場洋、河野達郎

麻酔科学分野 静脈投与したリドカインの脊
髄後角におけるシナプス伝
達に対する作用

脊髄機能診断学
35(1)：46-51, 2014

124 大橋宣子、佐々木美佳、山本
豪、倉部美起、古谷健太、大
橋正幸、紙谷義孝、馬場洋、
河野達郎

麻酔科学分野 トラネキサム酸の脊髄後角
における抑制性シナプス伝
達に対する作用

脊髄機能診断学
35(1)：52-57, 2014

125 山本豪、生駒美穂、佐々木美
佳、大橋宣子、倉部美起、古
谷健太、紙谷義孝、馬場洋、
河野達郎

麻酔科学分野 硫酸デヒドロエピアンドロス
テロンの脊髄後角における
痛覚伝達への作用

脊髄機能診断学
35(1)：58-64, 2014

126 紙谷義孝 麻酔科 髄セロトニン、αアドレナリン
受容体のgabapentin鎮痛に
及ぼす影響

日本運動器疼痛学
会誌 6：144-9,
2014

127 長谷部大地, 小林正治, 齋藤
大輔, 小田陽平, 高野正行,
笠原清弘, 須賀 賢一郎, 片
倉　朗, 高野伸夫, 齊藤　力

新潟大学 大学院医歯学
総合研究科顎顔面再建
学講座組織再建口腔外
科学分野

ハイドロキシアパタイト粒子と
ポリ‐L－乳酸の複合体から
なる骨接合材を用いた顎矯
正手術後の顎骨安定性の
検討.

日顎変形会誌
24(3): 225-232,
2014.
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128 小林正治 新潟大学 大学院医歯学
総合研究科顎顔面再建
学講座組織再建口腔外
科学分野

骨格性II級症例に対する外
科的矯正治療　－顎矯正手
術の適用術式と留意点－.

日顎変形会誌
24(4): 361-367,
2014.

129 倉部華奈, 芳澤享子, 小田陽
平, 金丸祥平, 船山昭典, 小
林正治

新潟大学 大学院医歯学
総合研究科顎顔面再建
学講座組織再建口腔外
科学分野

頸部壊死性筋膜炎の一例. 新潟歯会誌 44(2):
107-112, 2014.

130 上杉崇史, 小林正治, 高田佳
之, 長谷部大地, 三上俊彦,
齊藤　力

新潟大学 大学院医歯学
総合研究科顎顔面再建
学講座組織再建口腔外
科学分野

新潟大学医歯学総合病院
口腔外科いびき外来受診患
者の臨床統計.

日口腔科会誌
63(3): 251-259,
2014.

131 船山昭典, 新垣　晋, 加納浩
之, 林　孝文, 朔　敬, 齊藤
力

新潟大学 大学院医歯学
総合研究科顎顔面再建
学講座組織再建口腔外
科学分野

下顎骨に発症したサルコイ
ドーシスの1例.

日口腔外会誌
60(6): 348-353,
2014.

132 安樂純子, 飯田明彦, 大西
眞, 櫻井克也, 田辺啓太, 髙
木律男

新潟大学大学院医歯学
総合研究科顎顔面口腔
外科学分野

構音障害と睡眠時無呼吸を
合併した巨大な舌下型類表
皮嚢胞の1例

日口外誌 60(10):
587-591頁, 2014.

133 黒川 亮, 児玉泰光, 嵐山貴
徳, 大貫尚志, 髙木律男

新潟大学大学院医歯学
総合研究科顎顔面口腔
外科学分野

トラマドール塩酸塩/アセトア
ミノフェン配合錠の関与が疑
われたMallory-Weiss症候群
の1例

日有病者歯誌
23(2): 84-89頁,
2014.

134 永井孝宏, 児玉泰光, 黒川
亮, 山田瑛子, 村山正晃, 池
野 良, 田邊嘉也, 髙木律男

新潟大学大学院医歯学
総合研究科顎顔面口腔
外科学分野

新潟大学医歯学総合病院
歯科におけるHIV感染症患
者の臨床的検討.

日本エイズ学会誌
16(3): 148-154頁,
2014.

135 田中　裕，村松公美子, 村松
芳幸, 真島一郎, 藤村健夫,
清水夏恵, 清野　洋, 吉嶺文
俊, 櫻井浩治, 瀬尾憲司, 宮
岡等

新潟大学医歯学総合病
院歯科麻酔科

精神疾患簡易構造化面接
法the M.Ｉ.N.I-International
Neuropsychiatric Interview
を用いた口腔顔面痛患者の
初診時の精神医学的診断
の試み

新潟青陵大学大学
院臨床心理学研
究，7，29-34,
2014.

136 田中　裕, 倉田行伸, 齊藤陽
子, 照光　真, 弦巻　立, 瀬尾
憲司

新潟大学医歯学総合病
院歯科麻酔科

急性心不全発作を頻発する
小児のたこつぼ型心筋症患
者の歯科治療時の全身麻
酔経験

日本歯科麻酔学会
雑誌, 42(3), 303-
304, 2014.

137 弦巻　立, 照光　真, 山田友
里恵, 山崎麻衣子, 金丸博
子, 吉川博之, 倉田行伸, 田
中　裕, 瀬尾憲司

新潟大学大学院医歯学
総合研究科歯科麻酔学
分野

術後せん妄対策として抑肝
散を予防投与した1例

日本歯科麻酔学会
雑誌,  42(5), 636-
637, 2014.

138 平原三貴子, 吉川博之, 金丸
博子, 瀬尾憲司

新潟大学大学院医歯学
総合研究科歯科麻酔学
分野

高用量オピオイドの持続投
与により疼痛管理されてい
た口腔癌患者の全身麻酔
管理経験

日本歯科麻酔学会
雑誌, 43（1）, 54-
56, 2015.

139 照光　真、瀬尾　憲司、松澤
等、稲田　有史、中村　達雄、
茂野　啓示

新潟大学大学院医歯学
総合研究科歯科麻酔学
分野

人工神経管PGA-C tubeに
よるヒト三叉神経損傷後の再
生に対するMRIを用いた形
態学的検討

Peripheral Nerve
2014, 25(2), 323.

140 村山直子，松山順子，三富智
恵，坂井（林）幸子，河野（木
下）承子，佐野富子

新潟大学医歯学総合研
究科小児歯科学分野

一口量の違いが嚥下までの
咀嚼回数および嚥下直前の
食塊粒子分布に及ぼす影
響

日本咀嚼学会雑誌
24(1): 12-20,
2014.

141 小原彰浩， 西野和臣，焼田
裕里，越知佳奈子，寺田員
人，齊藤 力，齋藤 功

医歯学総合病院矯正歯
科

CBCT 頭蓋顎顔面硬軟組
織三次元データと歯列模型
三次元データ統合モデルの
開発.

日顎変形誌,24(3)：
218-224, 2014.

小計14件



142 興地隆史 新潟大学大学院医歯学
総合研究科う蝕学分野

高齢者の歯内療法の考え方
と実際.

日歯医師会誌
67：6-15,　2014

143 吉羽永子 新潟大学大学院医歯学
総合研究科う蝕学分野

ミニレビュー　歯の発生およ
び歯髄創傷治癒・再生過程
における細胞外マトリックス
の多様性．

日歯保存誌 57(5):
385-387, 2014.

144 韓臨麟, 興地隆史 新潟大学大学院医歯学
総合研究科う蝕学分野

S-PRG フィラーの抽出液の
人工脱灰象牙質に対する象
牙細管封鎖効.

日本歯科保存誌
58（1）：17-25，
2015

145 金子友厚 新潟大学大学院医歯学
総合研究科う蝕学分野

幹細胞を用いた歯髄組織再
生におけるマクロファージ様
細胞について.

日本歯内療法学会
雑誌 36(1): 13-16,
2015.

146 13) 大墨竜也, 竹中彰治, 坂
上雄樹, 若松里佳, 寺尾豊,
大島勇人, 興地隆史

新潟大学大学院医歯学
総合研究科う蝕学分野、
硬組織形態学、微生物感
染症学

Streptococcus mutansバイオ
フィルムに対するリステリン
ナ チュラルケアの浸透性と
殺菌効果の評価.

日歯周誌 56: 291-
301, 2014.

147 大倉直人 新潟大学大学院医歯学
総合研究科う蝕学分野

ラット炎症歯髄に対する薬物
輸送担体を介した
Prostaglandin E2輸送経路
解析.

新潟市学会雑誌
44(2): 49-50,
2014.

148 秋葉陽介，江口香里，Rashid
MD Mamunur，加来　賢，秋
葉奈美，魚島勝美

新潟大学医歯学総合研
究科生体歯科補綴学分
野

ヒストン脱アセチル化酵素阻
害剤（HDACI）を用いたエピ
ジェネティクス制御による細
胞分化制御を利用した新規
骨増成法に関する研究．

日歯医学会誌33：
44-48，2014

149 長澤麻沙子 新潟大学医歯学総合研
究科生体歯科補綴学分
野

上顎無歯顎に対してインプ
ラントオーバーデンチャーに
よる咬合と審美性を回復した
症例．

日本補綴歯科学会
誌 第7巻第2号：
193-196，2015

150 堀田哲夫 手術部 近代手術室建築が抱える問
題とその解決策

新医療 420: 108-
111, 2014.

151 塚口真穂登，笹原浩康，杉山
健太郎，磯貝和也，外山聡，
佐藤博，齋藤和英，中川由
紀，高橋公太，田中祥子，恩
田健二，平野俊彦

新潟大学医歯学総合病
院薬剤部

末梢リンパ球の免疫抑制薬
感受性試験におけるIC50値
とボトム値の関連

Organ Biology
21(2): 260-264,
2014

小計10件
合計 151
件

(注)

2　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

3　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

1　当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発およ
び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

    

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

 産学官連携活動を含む社会貢献活動を行う上での利益相反を適正に管理するために必要な事

項を定めることにより，本学の産学官連携活動等の推進を図る。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年12回 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年１回 

 ・研修の主な内容 

  外部から講師を招聘し，院内職員を対象に「臨床倫理の基礎と課題」と題した講演会を実施し

た。 

 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

 新潟大学医歯学総合病院と県内多数の関連医療機関を循環するきわめて多彩な専門重点コース

から選択ができる。また，関連医療機関とのネットワークが形成されているため，専門領域にお

ける一般的な疾患の充分な研修が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 研修の実績 

  研 修 医 の 人 数          ８６人 

（注）前年度の研修医の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

南野 徹 循環器内科 教授        ２５年  

曽根博仁 内分泌・代謝内科 教授         ２４年  

 血液内科            年  

成田一衛 腎・膠原病内科 教授         ３１年  

 呼吸器・感染症内科              年  

 診療内科              年  

西澤正豊 神経内科 教授         ３８年  

西條康夫 腫瘍内科 教授         ３０年  

染矢俊幸 精神科 教授         ３１年  

齋藤昭彦 小児科 教授         ２３年  

若井俊文 消化器外科 教授         ２２年  

 乳腺・内分泌外科              年  

土田正則 心臓血管外科 教授         ２９年  

  呼吸器外科              年  

遠藤直人 整形外科 教授         ３４年  

窪田正幸 小児外科 教授             年  

藤井幸彦 脳神経外科 教授         ３１年  

福地健郎 眼科 教授       ２９年  

榎本隆之 産科婦人科 教授 ３１年  
青山英史 放射線治療科 教授 ２０年  
 放射線診断科    

馬場 洋 麻酔科 教授 ２６年  
遠藤 裕 高次救命災害治療センター 教授 ３５年  
遠藤直人 総合リハビリテーション 教授 ３４年  
味岡洋一 病理部 教授 ３０年  
成田一衛 血液浄化療法部 教授 ３１年  



(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容，研修の期間・実施回数，研修の参加人数に関して別紙「平成26年度キャリ

ア開発支援計画研修」を参照。（対象研修：専門領域シリーズ等） 

 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容，研修の期間・実施回数，研修の参加人数に関して別紙「平成26年度キャリ

ア開発支援計画研修」を参照。（対象研修：基礎研修及び役割研修等） 

 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

  

 

 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的

な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務

する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 

 



新潟大学医歯学総合病院看護部

受講
対象者

ね　　ら　　い 講師・研修担当 開催年月日
参加
人数

院内諸規定を理解し、配置された職場へ適応できる 看護部 4/1(火） 81

労働者の安全衛生に関する知識を習得できる 健康管理センター産業医 4/3（木） 81

感染管理認定看護師 4/1(火） 81

安全管理部GRM
看護安全管理委員会

4/3（木） 81

看護情報委員会 4/4(金） 81

外部講師 4/７（月） 81

歯科外来看護師 5/9（金） 73

皮膚･排泄ケア認定看護師
看護部褥瘡対策チーム

4/3（木） 73

新人支援研修委員会 ①7/5(土）　②10/10（木）ｏｒ10/25（木） 81

①7月　②12月 74

①7月　②12月 74

看護診断の基礎知識を習得できる 看護情報委員会 7/5(土） 74

BLS・AEDの知識・技術を習得できる
高次救命救急センター・集中治療部看護師

BLS研修担当者
74

新人担当専任看護師 　7/10（木） 72

集中ケア認定看護師
新人担当専任看護師

2年目対象：1/29（木）　3.5時間 54

看護者の倫理綱領に基づき看護倫理について考えることができる リーダー育成研修委員会
同じ内容で年間2回開催

10/14   or　　11/7　　15：00～16：45
52

看護安全管理委員会
同じ内容で年間2回開催

8/5　　 or　　8/19　　15：00～16：45
52

感染管理認定看護師 10/25（土）　　3時間 52

看護実践を振り返り分析できる 看護研究支援委員会 　①：6/21（土）　3時間　　　②：10/25（土）　3時間 54

レベルⅡ リーダーシップの基本を習得できる リーダー育成研修委員会
同じ内容で年間2回開催

7/7　or　2/10　　14：00～16：45
33

レベルⅢ 部署の目標管理においてリーダーシップを発揮できる リーダー育成研修委員会
① 5/2　　　14：00～16：45
② 9/9　　　14：00～16：45
③ 2/24　　 14：00～16：45

20

レベルⅡ プリセプタ－シップを理解できる 新人支援研修委員会
同じ内容で年間2回開催

　2/6 or　2/20   　13：00～16：45
49

レベルⅡ プリセプタ－シップを理解し、役割機能を遂行できる 新人支援研修委員会

① 6/6  or　6/11   　15：00～16：45
　② 11/5　　or　11/21　15：00～16：45
③ 3/20　　　　　　　15：30～16：45

次年度オリ：Ｈ27.3/11　17：00～

64

レベルⅢ 組織の一員として果たす役割を理解できる 看護部教育委員会
同じ内容で年間2回開催

7/　　or　 10/　　　15：30～16：45
37

レベルⅡ～
レベルⅣ

自己に気づき、今後の自身の目標を設定できる
自らを見つめ直し、将来の自己イメージを確立できる

外部講師
レベルⅡ～Ⅲ対象　0.5日　　　7～12月
レベルⅣ対象　　　6ｈ　　　　7～12月

Ⅱ66
Ⅲ30
Ⅳ15

看護師長
副看護師長

看護管理者としての役割を遂行できる 外部講師
副看護師長対象　　/（土）　or　/（土）
看護師長対象　　①/（土）　②/　（土）

副師長
76師長

32

教育担当者
（スタッフ）

現任教育において能力を発揮できる 外部講師・看護部教育委員会 （①　3/14）　　②　8/20　　　③　11/17
①35②
35③28

2年目サポーター 2年目サポーターとして役割を遂行できる 看護部教育委員会
①　3/24 　②9/19
次年度オリ：H27.3/

①38②
29③43

看護情報係 情報管理において能力を発揮できる 看護情報委員会 年に数回予定 各50

褥瘡担当者 褥瘡ケアにおいて能力を発揮できる 看護部褥瘡対策チーム 年に数回予定 各22

NST担当者 栄養サポートにおいて能力を発揮できる 看護部NST 年に数回予定 各21

ICM 感染管理において能力を発揮できる 看護感染管理委員会 年に数回予定 各30

安全管理担当者 安全管理において能力を発揮できる 看護安全管理委員会 年に数回予定 各29

退院支援担当者 退院支援において能力を発揮できる 看護部地域保健医療推進部部会 年に数回予定 各24

実習指導者
（スタッフ）

実習指導において能力を発揮できる 看護部臨地実習委員会 ①5/14 　② 9/2  　③3/3     15：00～16：45 各31

院内認定看護師コース
感染管理

レベルⅢ以上 感染管理に関する専門的知識・技術を習得し、水準の高い実践およびスタッフ指導ができる 感染管理認定看護師 8月～Ｈ27年２月 4

院内認定看護師コース
スキンケア

レベルⅢ以上 スキンケアに関する専門的知識・技術を習得し、水準の高い実践およびスタッフ指導ができる 皮膚･排泄ケア認定看護師 8月～Ｈ27年1月 2

感染管理 レベルⅢ以上 感染管理に関する専門的知識・技術を習得し、実践およびスタッフ指導ができる 感染管理認定看護師
①5/20 　② 6/11　③7/15　④8/19　⑤9/16
⑥10/21　⑦11/18　⑧12/16　⑨1/20　⑩2/17

14

スキンケア レベルⅢ以上 スキンケアに関する専門的知識・技術を習得し、実践およびスタッフ指導ができる 皮膚･排泄ケア認定看護師
①6/3　　②7/1　　③8/5　　④9/2　　⑤10/7

⑥11/4　　⑦12/2　　⑧1/6
22

呼吸ケア レベルⅢ以上 呼吸ケアに関する専門的知識・技術を習得し、実践およびスタッフ指導ができる 集中ケア・慢性呼吸器疾患看護認定看護師
①5/13　②6/10　③7/8　④8/12　⑤9/9

⑥10/14　⑦11/11　⑧12/9　⑨1/13　⑩2/10
12

がん化学療法看護 レベルⅢ以上 がん化学療法に関する専門的知識・技術を習得し、実践およびスタッフ指導ができる がん化学療法看護認定看護師
①6/18　②7/16　③8/20　④9/17　⑤10/15

⑥11/19　⑦12/17　⑧1/21
19

糖尿病ケア‐基礎コース- レベルⅡ以上 糖尿病療養指導に必要な知識と技術を習得し看護実践に活用できる
院内糖尿病療養指導士の会メンバー

慢性疾患看護専門看護師　他
①6/4　②7/2　③8/6　④9/3　⑤10/1

⑥11/5　⑦12/3
29

緩和ケア レベルⅡ以上 緩和ケアについての知識を習得し看護実践に活用できる 緩和ケア認定看護師
①5/28　②6/25　③7/23　④8/27　⑤9/24

⑥10/22　⑦11/26　⑧12/24　⑨1/28
22

看護研究支援委員会
①発表会　11/10・11/28・12/8　17：15～
②説明会　H27.2/23       17：00～18：00

①
194・
249・
243
②29

共同研究支援委員会・保健学科 ①文献検索：5～6月　　②他は保健学科講義聴講：4/～4/
①19②

70

レベルⅢ以上 看護倫理についての知識を深め実践に活用できる リーダー育成研修委員会 　12/9　　17：00～18：30 38

全員 急変時や重症患者の看護について学び看護実践に活用できる
(高次救命災害治療センター・集中治療部)

（BLS研修担当）
（院内BLS研修　） 81

入職5年以上相
当

専門領域における最新知識を習得し、看護実践に活用できる 各専門領域　認定看護師・専門看護師 年に数回予定 93

全員 褥瘡ケアに関する知識・技術を習得し看護実践に活用できる
皮膚･排泄ケア認定看護師
看護部褥瘡対策チーム

年に数回予定 80

全員 ストーマケアに関する知識・技術を習得し看護実践に活用できる
ストーマケア担当看護師
皮膚･排泄ケア認定看護師

年に数回予定
①32②

11

全員 口腔ケアについて学び看護実践に活用できる 歯科外来看護師 年に1回予定 22

全員 糖尿病療養指導について学び看護実践に活用できる 院内糖尿病療養指導士の会 年に数回予定 51

全員 呼吸ケアについて学び看護実践に活用できる 呼吸療法認定士の会 年に数回予定 18

全員 受講内容の共有化により、知識を深め看護実践に活用できる 看護部教育委員会 2015/2/12（木） 74

全員 受講内容の共有化により、知識を深め看護実践に活用できる 看護部教育委員会 3/18（水） 44

全員 受講内容の共有化により、知識を深め看護実践に活用できる 看護部教育委員会 3/27(金）　17：15～18：15 44

看護実践に必要な基本的知識・技術を習得できる

看護記録　2

救急医療

救急・急変時の看護

報告会

報告会

臨床技術トレーニングプログラム
ステップⅠ～Ⅲ

看護記録  1

接遇 （院内研修）

口腔ケア 1

看護職キャリア開発コアセンター
臨床実践能力セルフ・モニタリングプ
ログラム（ＳＭＰ）　3か月・6か月

平成26年度キャリア開発支援研修計画

研　　修　　名

新採用者オリエンテーション

新採用者

労働安全衛生教育

基
礎
研
修

感染管理　1

安全管理　1

褥瘡ケア 1

コミュニケーション

フィジカルアセスメント

基礎観察能力、および患者状態が変化した時の対応を習得できる

急変時の看護

レベルⅠ

看護倫理

安全管理　2

看護実践に必要な知識・技術を習得できる

感染管理　2

事例検討

役
割
研
修

リーダーシップ（基礎編）

リーダーシップ（実践編）

プリセプターシップ(基礎編）

プリセプターシップ（実践編）

組織感覚

キャリアデザイン

看護管理

教育担当者研修

2年目サポーター研修

看護記録

褥瘡ケア

栄養サポート

感染管理

安全管理

退院支援

実習指導

専
門
領
域
・
テ
ー
マ
別
研
修

専
門
領
域
シ
リ
ー
ズ

看護研究 全員 臨床実践に直結する看護研究ができる

看護倫理

糖尿病療養指導

呼吸ケア

報告会

専門領域最新情報
（up to-date）

褥瘡ケア

ストーマケア

口腔ケア

は上位レベル申請必須研修様式第４ 項4の別紙



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ○2 ．現状  
管理責任者氏名 新潟大学医歯学総合病院長 鈴木榮一 

  管理担当者氏名 新潟大学医歯学総合病院事務部長 吉澤初記 
 
   保 管 場 所       管 理  方  法 
 診療に関する諸記録 
   病院日誌、各科診療日誌、処方せん、 
   手術記録、看護記録、検査所見記録、 
   エックス線写真、紹介状、退院した患 
   者に係る入院期間中の診療経過の要約
  及び入院診療計画書 

（医） 
病歴管理室，フ
ィルム管理室，
電算機室 

外来・・・１患者１カルテ番号方式 
入院・・・１患者１入院につき１カ 
ルテ方式 

（歯） 
医事課事務室 

外来…平成23年1月以降電子媒体 
入院…電子媒体（一部紙媒体） 
※診療録を病院外に持ち出すことは
禁止しており、やむを得ない理由の場
合医療情報部の判断のもと処理する。 

 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 従業者数を明らかにする帳
簿 

総務課 
 

各所掌課において管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 高度の医療の提供の実績 医事課 
 高度の医療技術の開発及び 
 評価の実績 

医事課 
 

 高度の医療の研修の実績 総務課 
 閲覧実績 総務課 
 紹介患者に対する医療提供 
 の実績 

地域医療保健
推進部 

 入院患者数、外来患者及び 
 調剤の数を明らかにする帳
簿 

医事課 

第規
一則 
号第 
に一 
掲条 
げの 
る十 
体一 
制第 
の一 
確項 
保各 
の号 
状及 
況び 
 第 
 九 
 条 
 の 
  二 
  十 
  第 
  一 
  項 
 
 
 

 医療に係る安全管理
のための指針の整備状
況 

医療安全管理
部 

各所掌部門において管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 医療に係る安全管理
のための委員会の開催
状況  

医療安全管理
部 

 医療に係る安全管理
のための職員研修の実
施状況 

医療安全管理
部 

 医療機関内における
事故報告等の医療に係
る安全の確保を目的と
した改善のための方策
の状況 

医療安全管理
部 

 専任の医療に係る安
全管理を行う者の配置
状況 

医療安全管理
部 

 専任の院内感染対策
を行う者の配置状況  

感染管理部 

医療に係る安全管理を
行う部門の設置状況 

医療安全管理 
部 
 

 当該病院内に患者か
らの安全管理に係る相
談に適切に応じる体制
の確保状況 

医事課 



 
 

 
   保 管 場 所       管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 規
 則 
 第 
 一 
 条 
 の 
 十 
 一 
 第 
 一 
 項 
 各 
 号 
 及 
 び 
 第 
 九 
 条 
 の 
 二
 十 
 三 
  第 
  一 
  項 
  第 
 一 
 号 
 に 
  掲 
  げ 
  る 
  体 
  制 
  の 
  確 
  保 
  の 
  状 
  況 
 
 
 
 

 院内感染のための指
針の策定状況 

感染管理部 
 

各所掌部門において管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 院内感染対策のため
の委員会の開催状況  

感染管理部 
 

 従業者に対する院内
感染対策のための研修
の実施状況  

感染管理部 
 
 

 感染症の発生状況の
報告その他の院内感染
対策の推進を目的とし
た改善のための方策の
実施状況  

感染管理部 
 
 
 
 

 医薬品の使用に係る
安全な管理のための責
任者の配置状況  

薬剤部 
 
 

 従業者に対する医薬
品の安全使用のための
研修の実施状況  

薬剤部 
 
 

 医薬品の安全使用の
ための業務に関する手
順書の作成及び当該手
順書に基づく業務の実
施状況   

薬剤部 
 
 
 
 

 医薬品の安全使用の
ために必要となる情報
の収集その他の医薬品
の安全使用を目的とし
た改善のための方策の
実施状況 

薬剤部 
 
 
 
 
 

 医療機器の安全使用
のための責任者の配置
状況 

臨床工学部門 
 
 

 従業者に対する医療
機器の安全使用のため
の研修の実施状況 

臨床工学部門 
 
 

 医療機器の保守点検
に関する計画の策定及
び保守点検の実施状況 

臨床工学部門 
 
 

 医療機器の安全使用
のために必要となる情
報の収集その他の医療
機器の安全使用を目的
とした改善のための方
策の実施状況 

臨床工学部門 
 
 
 
 
 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              新潟大学医歯学総合病院長 鈴木榮一 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              新潟大学医歯学総合病院総務課長 江口正樹 

 閲覧の求めに応じる場所              医歯学総合病院内会議室 

 閲覧の手続の概要 

 

 様式第5の保管場所・管理方法による。 

 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        ０ 件 
  閲 覧 者 別   医        師    延        ０ 件 

  歯  科  医  師    延        ０ 件 
      国    延        ０ 件 
  地 方 公 共 団 体    延        ０ 件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
 

（様式第 6） 

 

規則第１条の１１第１項各号及び第９条の２３第１項第１号に掲げる体制の確保の状況 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     ○有・無 

 
・ 指針の主な内容： 

1. 安全管理に関する基本的な考え方 
2. 安全管理のための委員会その他の組織に関する基本的事項 
3. 安全管理のための職員研修に関する基本方針 
4. 事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策に関する基本方針 
5. 医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
6. 職員と患者との間の情報の共有に関する基本方針 
7. 患者からの相談への対応に関する基本方針 
8. その他医療安全の推進のために必要な基本方針 
 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の開催状況 

 
     年 12回 

 
・ 活動の主な内容： 

・医療事故の防止対策に関すること 
・医療事故の防止に係る教育および研修に関すること 
・医療事故の防止マニュアルに関すること，他 
 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 6回 

 
・ 研修の主な内容： 

1.「本院のインシデント・医療事故の現状」,「当院のTeam STEPPS ロールプレイ型研修の紹介」
「医薬品の安全管理」，「除細動器で起こりうるトラブルとその対応」，「医歯学総合病院の目
 指すべき方向」 

2.「Team STEPPSを活用したノンテクカルスキル向上策」 
3.「家庭内暴力への院内対応 －医療従事者に今何が求められているのか－」 
4.「Team STEPPS演習型実技研修」 
5.「院内暴言暴力対応訓練(状況設定ロールプレイ)」「職員の暴力回避トレーニング(実技演習)」 
6.「本院の医療安全管理体制について」 
 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の状況 

 
・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ ○有・無 ） 

   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
・院内で発生したインシデント・医療事故のインシデントレポートによる報告と情報収集 
・医療事故事例の医療安全推進委員会での報告，改善策の立案と実施，改善状況の検証 
・重大事故発生時には速やかに管理者に報告するための体制整備 
・院内死亡事例の全例チェックおよび検討 
・医療事例審議委員会，（調査専門委員会）における事例分析，再発防止の検討，他 
 

 
⑤ 専任の医療に係る安全管理を行う者の配置状況 

 
  ○有（ 4名）・無 

 
⑥ 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
  ○有（ 3名）・無 



 
 
 

 

 
 
⑦ 医療に係る安全管理を行う部門の設置状況 

 
      ○有・無 

 
・ 所属職員： 専任（ 4）名 兼任（ 27）名 

 ・ 活動の主な内容： 
・医療安全管理対策と患者の安全確保を推進するため，医療安全管理部を設置している。主な活

動は下記の通り。 
・医療事故およびインシデントに係る情報の収集・分析・提供 
・医療の安全管理に係る教育と研修，部署リスクマネジャーとの連携 
・医療事故発生時の対応に係る指導と状況確認 
・医療に係る安全管理のための委員会（医療安全推進委員会）の運営 
・医療安全管理ラウンドによるインシデント事例の再発防止策の実施状況等の確認，他 
 

 
⑧ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状
 況 
 

 
      ○有・無 
 
 

 
 
 
 



 
 
 

 
 
（様式第 6） 
 

院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    ○有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

1．院内感染に関する基本的な考え方 
2．院内感染対策のための委員会等の組織に関する基本的事項 
3．院内感染対策のためのすべての職員に対する研修に関する基本方針 
4．感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
5．院内感染発生時の対応に関する基本方針 
6．患者等に対する指針の閲覧に関する基本方針 
7．院内感染対策の推進のために必要なその他の基本方針 
 

 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 13回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

・院内感染対策指針及び院内感染対策のマニュアルに関すること 
・院内感染の予防対策に関すること 
・院内感染発生時の対応及び改善策に関すること 
・院内感染対策に係る情報の収集および医療従事者への周知に関すること 
・院内感染対策に係る教育及び研修に関すること 
・院内感染対策の実施状況の評価に関すること 
・その他院内感染対策に関すること 
 

 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 4回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

1.「アンチバイオグラム（抗菌薬感受性率）って何？」，「敗血症と手指衛生」，「TDM検討会の
活動状況について」，「何が違うの？標準予防策と接触予防策」 

2.「結核の現状と感染対策  一般病院でどう防ぐ？」 
  3.「抗菌療法の考え方と当院の菌血症の現状とその対応」 
  4.「本院の感染管理体制について」 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ ○有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

・耐性菌，人工呼吸器関連肺炎，中心ライン関連ライン血流感染，消化器外科及び心臓血管外科
SSI，手指消毒薬の払い出し状況，抗菌薬の使用状況等のサーベイランスを実施 

・サーベイランス情報を活用した院内ラウンドの実施（情報の共有と改善のためのディスカッ 
ション） 

・細菌検査や感染症迅速検査の結果の連絡体制を整備し，迅速な感染防止対策を実施 
・院内感染対策基本マニュアルの改訂 
・血液培養陽性となった症例の情報収集および治療に関するコメントのメール配信又は，直接的 

な主治医とのディスカッション 
・TDM検討会（全抗MRSA薬使用症例の情報収集及びTDMコメントを提供） 

 
 



 
 
 

 
 
（様式第 6） 
 

医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 医薬品の使用に係る安全な管理のための責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 2 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

「医薬品の安全管理」 
平成26年5月1、2日；講義（両日、同一の内容） 

5月8～14日、12月18～24日；上記の映像の視聴 
「麻薬の取扱いについて」 

平成26年4月2日、5月8日、6月5日、7月8日、8月7日、9月2日、10月1日、11月13日、 
12月11日、平成27年1月8日、2月5日、3月4日；講義（全日、同一の内容） 

 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容： 

平成27年4月、手順書の一部を改訂。 
第5、ならびに第7に注射と与薬を「医療スタッフマニュアル」に則り追記、改正 
その他、記載内容一部改正 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とした改善
  のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

１．採用薬剤適正使用情報（Vol.45～Vol.54）の配信 
当院採用薬について緊急性を要する情報が生じた場合、院内医療情報端末を利用して 
メール配信を行っている。配信先（医師、看護師、薬剤師、臨床検査技師、放射線技師、 
栄養士等）は状況に応じて選択可能。 

２．薬剤情報ステーションの発刊 
薬剤部から2ヶ月に1回発刊している情報誌の「安全の扉」のページで医薬品の安全使用 
についてトピックスを交えて情報提供している。 
安全の扉： 
Vol.20 No.3 「持参薬を院内の処方に切り替える際の注意」 

No.4 「ケトプロフェン外皮用剤，妊娠後期で禁忌」 
No.5 「メルカゾー投与による無顆粒球症に注意」 
No.6 「ARB又はACE阻害剤は妊婦に禁忌!!」 

Vol.21 No.1 「アセトアミノフェンの過量投与にご注意ください！」 
No.2 「外観の類似した注射薬～薬剤師アンケートより～」 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 
 
（様式第 6） 
 

医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 医療機器の安全使用のための責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年51回 

 
 ・ 研修の主な内容：                    

・ 人工心肺装置・補助循環装置の使用説明   ・超音波手術装置の取り扱い 
・ 人工呼吸器の安全使用説明         ・シーリングシステムの取扱い 
・ 除細動装置の取扱い            ・光干渉断層法の取扱い（ＯＣＴ） 
・ 閉鎖式保育器の安全使用          ・ＭＲＩ対応植込み型デバイスの取扱い 
・ 透析装置の取扱い説明           ・気化器の取扱い 
・ 電気メスの取扱い             ・ＣＯ2レーザーの取扱い 
・ 麻酔器の取扱い              ・自己血回収装置の取扱い 
・ 手術用内視鏡システムの取扱い       ・植込み型除細動器の取扱い 
・ 手術顕微鏡の取扱い            ・経腸栄養ポンプの取扱い 
・ 手術用ベッドの取扱い           ・超音波血流計の取扱い 

 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 計画の策定        （ 有・無 ） 

・ 保守点検の主な内容：医療機器（人工心肺装置、補助循環装置、人工呼吸器、血液浄化装置、
除細動装置、閉鎖式保育器、診療用高エネルギー放射線発生装置、放射
線照射装置、麻酔器、眼内内視鏡、歯科ユニット、高気圧酸素、ダヴィ
ンチ）に関して、保守点検計画書を策定。実施状況・内容等は院内の委
員会（医療機器安全管理責任者を含む）にて評価を受ける。 

 
＊保守点検計画書には医療機器名、製造販売業者名、型式、保守点検を実施する予定の時期、間隔、
条件等を記載。また、機器台帳にて修理履歴を保管。 
 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医療機器の安全使用を目的とした
  改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 

・ その他の改善のための方策の主な内容： 
    機器に携わる者への提供に関して、文章告知および院内webサーバーに搭載し、院内に情報
    提供している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 ○有 ・無 

・公益財団法人日本医療機能評価機構：平成26年12月更新認定 

 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 ○有 ・無 

・ 本院ホームページ及び各診療部門のホームページにより診療内容や医療サービスについて情報

発信している。 

・ 広報誌「和」を発行している（年2回程度）。 

・ 診療案内冊子を毎年作成（更新）し，県内全医療機関へ送付している。また，診療担当医一覧

を四半期ごとに作成し，県内全医療機関に送付している。 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 ○有 ・無 

・ 腫瘍センター及び腫瘍内科を中心に，複数の診療科が連携して平成25年1月から「キャンサー

ボード」を開催している。平成26年度からは必要に応じて病理医が病理組織を供覧している。 

 

 

 

 

 


